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長期予報の研究へのサイパネチッグス

(白動制御理論)の概念の応用

一申固におlt~長期予報研先のJ断面一

Koo Chen-Chao (顧震調)， Ir62 句~此叫似ZJ .f>'d-
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， • まえがき

今までEの中国の長期予報の研究は，ツ遭の喜怒響を金面働に蓑 1-)-ており，独

自のもの lま非椿に少ないどいう卸壌をわ九われはもっていた.、ところが r 日下

等本に来日ミEれた顧展潮教壇の語 i之よ 1) I ここ牧草干の商に J 学問輸入のおえを

就し r め涯、ましい発展の段階にある挙手i>t明らかにされた，長期予報漏係と

レて活てのよラtJもの獄、ある.

f‘ 線型モデルの理論鈎研事E…・.....長期予報(Iか百以上) Jこ;6''.じて，あ

る物理量〈気温，等正面語麗など)ば 3 持型モデ lレ~予報し得~可俸控

訴あ石 j)'i'，中南予報1味線型モデルマ lま予報レ得ない.サイバネナ γ クス

/- の概念を逝荊して諦りている.

縄戦!""2. 非議盟墳の効果υ ……嘉柿に様唖モデルで予報しノその結果を使い近

祇的 l之非線型項是E苛溝し加えるヒ.~ ~~心~魂象の出現などを予報

し樺Jる可能性~、ある.

3. プロッキシグ現場の檎令的研発……・中国においてJ 集中的な努力が

はらわれている中必謀愚のーって:'~多くの倒氷解析をE 才'/.)またそれ在説

明す否ために~<のモデ jレが提出注札 J プロッキ y ゲ魂象の栽棋の解喋

この紹介は1 1タ63年 12月初c:¥S1ご中国の顧麗潮氏が来日主れた折リに，気象庁r研鎚;

所，文学専ëi~字補講議をさき札た中から，特1:::長期予報に淘係ある分野について，持lÙ訴~);Jf'
寄顛文献図書等を参場にして紹介してひただいたものです.ごく最近の中国の長期寺執d..X

，ー端を知否のに象湾きになると思い志す. ())、浜正)
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)がほから札でい.G.

4. 対流圏ヒ戚層圏の相互作用の研括…・ー・・・熱帯聖分布や地帯の勤慕!こより

生す、Z対流圏の準異常な超長波は成A苦闘に粗当な知束を及lずレ傍るとい

ヨ桔粟iJr得られてい石 (VIUVVn.作&P...>UVが%の理論的結論は修正す

G必零ポあるといラこど). 

上記の二つの言者主 lまに商豊した向題を思り扱っている.すほおら~'顧

綾瀬古大捷のま北遁穫は官射を入力〈外国〉どする宮古調整系〈ある定常状

態訟ら樟捕な偏崎を示詮ない)~めることに注目し，苗動制御事識を童問す

るこヒによって丈気畳程の認識を深め得ることを強調してひる.そしてλカ‘

ちある百射量の援イ誌と轍型商保にある気象魂*.a採挺し，をれを記述する寄一

訓練型毛デ凶同の lし首動制御理論の概念を用いると時!こ知事政t(J'J __ ~ 
単品され便利下あるこヒを，簡単なモデlレ1こっき盤べている.さらに，司tift

夜よリ実際に泣い線型モデ}レ主主岡いて厨専をしているの lt¥、陳雄山の論文であ乱

2. 自動制御護論iごついて

檎まの紹介にはいる前 l二J サイパネチッグス〈盲動制御重論Jのz概念のあ

る程患の予備知識が，rt.壊マあ石.それで p 事告で・池野岩下白動制移F重論.J(岩

波講座 J 現代必南数学〉の中から J ここを必要ピ思われるものなぜvグ・アッ

プして次に述ぺる.

有夜個の物哩聾てF託述?を?)系の状態は日離に微分方夜式子長官予定めること

iX 陛来る.いま一つの入力表敬íC.と n個の物理畳 ~/， 'l;J2.) -----，. 草花で縄県 J 

さE 才t忍系を希え~.初期条件郎、与えられると J 以後のめ) 1;12， -一一， ~n."よ 3じー

の時向的~1t，ののからさきまるはずちあ.e~すなわち

す=ん (χp告35会J 一7J'， 7j~， 
ジ=/)2，-一ー目，'1'l.

系j)'f線型てFあるど，これは

(いを)ドα12.1aa十 一-+a，ゆ='E;T!}A (;会)ftx

a3，/ "8， 十 (a.;l.2， T-;1会)詐十一一ー十ゐゆ =Ebap.(会内

ーーー ----... ---・ーーー--司ーーーー・ーー一ーーーーー-- -園田ー・ー ーーーーー

ヒかける.'初期持砕をかんたんのため

it = YI =}f品Z ーー一司 -γ匁宮 O
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t ;j互慢す~.これをとくにはL..叩4μ/2.授換.:â:用いると非常に都各~よい，

L停ね必~按とは

(3). 

X くり=子ωe~p1; d"t 

W(pj=fyy(tjJt4t 

この場合とすると戸側ぷ肌投機となる.) 
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(2)に μμ孔は長換をlまピこすとの蘭僚かあるので p
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(ι， -+-t) Y + a.，2 Y2.十一一---十a.1"7I.Y司=(L; t/).1. Pμ)X 

a..ZI y，十 (Cl22十P)Y2十一一ー十a.;z司 Y....=(Lb:z;ιP点))え

ヒいう代数方程式になる.

Yν(T) = FνCp)XCP) (ジ=I J 2;一一".処)

で表堤1.<-きる.この Fv(ド)Jま;bw，制作也 r制 di:o九 (伝達商戦Jといわれ

ている.註てこごマ t=..iω ヒおくど (3)1，ま Fo-z此ムノ乙長按とな 1)".Xυω)J 
YV uω)の実数都は明らかに4震動教ωをもっ X)百戸の正弦波戒分の板1訟に
兆倒レに量を与えるこ.とになる.すなわちノ F(ぷω)1ま正措波に対す.c;レス

ポンス暗牲を与え石もので周波数持牲と時lまれる.緯対櫨!ま入力主底力との

比を与えノ増幅年まf::.lま利得i持牲を示し f またその位相角 !fl立入力ヒ出力 ι

♂¥住械を与える. (F(ω=山川ぴ〈ω〉吋札lfr!FωI= JU/i +-V-2 

棚学=白川-1(7.7/μ) ). なお， (5") Iこム叩£μι 遣をま換をほどこせば (2)の

僻 11)>(引が得られ る .

ところを p ある一つの正蕗波入力ヒーつの出力が必ふ描.aJ? ~凶&

孫にあ石条件lまlS)式、から知られるように

商じ技動教在もつこヒ

入力の被幡ヒ出jJの振幅との向lご地倒商探J!.'存在する

ことちある，こ礼~告をつて必ん凶.an えω仲卸叫♀の商保 1てお石置をわ礼われ

は綾レ出すこヒ点?でき:G.このよう位置が繕晃さ札たヒ詮 J 両普を樺びつけ

るには都荷なる椋盟モデlレ還問うべきかか問題となo.この場合，まずモデ

}レを試更しノ FC2ω〉を主事き虫し J その利得4毒性 2 位粗特性部、ノ実擦の場合

(3 ) 
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これをとくヒ
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記山致ずあかぜラかJ めるいは}致注せるためには楽に魯ま札呑抑制調掲糊

.にどのような歯を与えたらよいかをしら Jてることによりモデルの正当栓を輔

針し得る，すなbちJ 微分方程式を崎両をおって解いてJl.る必号撃がなく J非

事件iご便利なわけてFある.

ややまえ抗告さ町長くな ~r.:~， 攻飾から雇実質潮の検3にの紹介lこはい忍う.

3.大気避程ヒ古動制御

教値予報、智大催提の府特において，大援の華動亙託主主するためヰド構に号く

の模型あるいは非様霊のをヂ!レ府提出~才1 ていあ.ところが、 J .=ll!線量モデJレ

で特ら札た構築 lま，線電毛デ1レの桔果と金需主ち/$'う場合もあるし，ま.1;:.本書量

づ:

的な遅肘認めら川 \i\~~ =\:J ÆS .æ，・今患での研抑制 1こ，線型モデババ iC
F 羽生んどの場各 J 単 lζ取 I}援いが椅単"Fおるという重詰まち聞いられてSり J 求 人

して「ごの向護軍!主練盟主ヂ lレ"F充分であ ~J という観点か b利用注才していr.r

い.中 l二1ま掠型毛ずlレで危分な向鶏も存持するのである.上述のようなわけ

で 3 、時型モデルぞれ曾~，ffl'主J./] J性質について詳しく調べ.Qというよラなとヒ

lま殆んどなされていない.吃のため色デ}レの近似1¥生獄、rの穫量1!'d ~るかはJ

わずかの数憧実接的予ストを這じて，大ざっ Iet'1こ知られているにすぎない，

さらにモデル中lこ告まれる f2'aJUUlt.必おJ'l..(水平長撲係本，磨撫係数なピ〉の

憧 lZ しても J 今までの~く I~ I むしろ征意樹に与えられ右傾向がある.誌が

!こは r 寸変えただけを，結果!こ久きな差異をもたらし得るものが、あることを

認れてはならない.

模型モデjレ~1Ei分てきあ，gや杏々? 如何なる模型モデルをえ 6んだ、らよい

か? 誰々の tuvz..a仇必危な l乙相何なる値を与えたらよいか? ま1t1 えらん-

だモヂル!まピのような性襲をもっているが? ごのような向題)こ対して，御風 ( 

動制御重論時いられている寺法廷痢ゃれ，非常!こ便利時るこピを乙のdL
論文ちのべる.

大捷の決f品種羅Iまお互に麗4寺院締がつ色調整レ令っておリ，いわ iずーっの

台動梢御械肉の如くふ還まラ.一芳個々の質象要素え提混p 鎌足など〉はそ

の椅肉の，{ート・バートを構践するものと着えらオ1.;~ .わ札わ札のJ仕孝は，

このjミ捷の歯輸制御茶の働きそ胡らかにしs そ札を託述ずるようなモデlレを

作成するこヒマ高石.これは ωηぬc.e~叫における Aψd詑ω必
(~誌をト〉の向患にあたり，サイバネモト v グ^~取り援い得る聾の t向題~あ:9.

(4) 



4~ j守擦の太気中に晃られ~t&答。〈点制作mωε 〉
大気曾動制抑来め究極の入方〈ゐpωぞ)Iま嘱らかに百射である.そしてす

ぺての究象零奈はそれに対する出力〈酎d:-fUd)と3-J.なし得る.そしてごの

棄を構成す恋愛イ弘通糧の智令部告の~<は線型商係で梼がつ寸られている.

t ヒえ l;t'， 華動方程式を金工て捗~ . 'd仏/討〉毎夜圧傾度項lま模型者-eある

しJ 乱苅輪迭最古。コ 1).介リ項もー壌の棟亜の安定化墳〈定常北、態 Iζ寺1!をもど

吃ラヒする作用をもっ項〉ヒ磐え得る.もちろんすぺての項水線型をなく J

移説噴，垂直輸遺噴あるいは非叶熱項な ~"Iま捕らかに非模型作用をもち J こ

札らの輸莱於犬きもくなるヒ J 百封入力 1之対する大気の非線型』包装は遺産着にな

る.

l~ ¥.:iここ哨鰍i乙対しては 3 特別の緒川れ あ る ・ 凝 縮 に よ る 峨 壷l主，

普通

E-d  L d多一一-2 CI'T d舌
d. = f 0 ド ~s

l 1 ~ > ~s 
で表現"E~ J 明らかに非線型電fd;'a.ごこ7fs-1土比語kJ g.s let.鶴和記?盛r...

1ま単位者菅あたりの凝持者起である.とこ容が糠鯖熱の効果 1まJ それを長時向

で平場するじき}耳童の熱輸送の紙割りを帯。てく.Q.すなわち J 経緯効果

は一農の似伊政 局 戸 以μ CIe.であって，大気を害発状態l之もどす作用z

カであり，乱菰熱輸送ヒ類似の効果をもつに至る.それでJ 史常状態ではy 本

来は非縛亜~あ~凝縮熱の劫果を F 乱寵拡散保数を襲際よ 1) :大包く〈鈎4借)

ヒ石三とにより，豆k似的!こ線型モデルめキ1之導入し得る可能性首あるわす"1i，

B必%の均浄 門ω~ベな坑の線型モデ lレによる重論働者t阜 1;: .;1:，' いて，

i凝縮熱効票前直接台まれていないのにかかわらずJ 実際ヒよく令ラ混農場1}¥'

:'l吋られたのも J このためであ芯ラヒ恵われる.

、#.~柵次に百謝(犬気の上置に避す否百蛤量〕を入カとす?)場合の矢煮の~基!之

づき磐繋してみる.中南予報に電電震な意味を措つ気家事E化J すなおち 10百

穏握の周期をもっふz必<< C<fc.R.e.街変イ巳ば，かかる周期t!:はっき喜リ主襲、め

られない E射量ヒは鳴らかに#縛型的植がつきを捧っている.また階段簡に

震速におこるp 季節の穆 1)かわりについても問棋なこヒ泊で いえる.すなわち，

冒荷主E入力とする J 線型屯デ jレをもってしては，中両予報キ挙静の障陵自甘さを

化の予報を行なうこど lま宙衆電 L、.
次 l之』よリ長い期尚の象化に目を事~t;て砕ょう.すると百射の象化 lζ 詩い

てJ 録音正樹応答する説象Jj¥'二，:=..J!出される.線型的j[S巷の条件 1ま3 すをに

嬉2飾で述べたよラ l亡，周期ポ同 Uて52扱幅1tf比側商事Rにあるこどであ芯.

( 5) 
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入力Eこして)， I :尊年商帯の入射首尉尉‘霊を砦えるる 宅の犠鴨斌道並主品掠t紺3記之潰

鳴謝古着の年較差 AW=W悦 a材d 一W柿£必恥q侃1. 1ちF与えられる"接初にi 昔也ま3克0包し司てC 

買平噌地表聖矢t湛の捧s麗更 E平匹喝債を零える.その"年間識の4員暢球道拭佑1<:，A.T. 

=T"信一 T;'s~.与 Z られる.このこつの昔告の気様値に対して緯藍ご、ーとにプー z

ロットしたのが弟 I，}習である.北半玉択で l求権近くを除いて線型商保にある S丸 山一

高卒 3震では詳線型である.この奉安lま，北半3誌においては，地議長誌の高等'守

宅櫨の橋北分布ーは J 間平埼百封置を入力たする線型モヂ lレ''e''siiめ得る舵J 南 で ! 

半球-e，;はうまくいかないずろう kいラこヒを示唆して いる.実慌にかかるを

デ.ル守護論最古!こ.討第 t...r::M~必:t:ch (1 デ5"8) の結束力\~)嬉r1買に域

線守禾註札てい忍ぶ，たしかに北辛味ちは観測とよく金ってい石ポ，甫辛私立k Jf! 

付金〈要なった姉になっている. 7JJ:に;

務 I国 百平均表首長世の緯~平崎債の与較差 ATs t 

H平均金百射量.の昼下事長差 AWヒの商保.

。ー←o1ま観測偉，ト--)( 1ま門ωIJUV必孟の梅

哩毛ヂ 7レ!こよ石重論働針簿健

同

t:，:/ 

~ら l之 ) 5'00怖b 高度予~ 6/(mの月sf.淘提滞在に対すみ問椋な華も，北学理訟を

は，極地芳をのぞいて AWι線型商係にあるく務 2J 3国).ところIJfJ 海

面提7E，降水盛 2 主噂の帯状夜なピに甘す石同様な置は AW ヒ lま練型商保~， ' 

ない〈梼斗， 5函ふ ために j かかる量は I a射を入・I]とする線軍司主ヂJレで

!ま説明レ嬉ないはずである，

今まで J 南北令帯!こ対して芽標してきたポ) ~ 'l:)月平場.5007l7-h高麗キ:

資遣をの北半誠鮒分布1)¥， 線軍{モデlレ怠用いて J 日射震のきt.f包から求め得呑も

のであろろか? 第6圏}~喜マ国 jご』各経長に沿う月半喝 5"00"，，-'0蕎庫、の辱

職誰~Jä平噌 500悦b 員湿の拝較差の骨骨と AW め肉保か禾しである .2rrAf 0 

く6)

:r--
拘留協
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から ~o ・M の商て~1立大よか線型商械にあるこどがわかり，。、b、石警の分布の与

主犯を，百尉苦の蓑イ包を入力 kこ雪る線型乏デ}レから犬停ポめ得;g~あろうど

想嫁注 nる.

以上のこビから，ヒ!ごか〈長期予報モデ iレの議長にあたって r 百荷量麗，j~.

~非断熱項の中に導入すべきであ δ ラ.さらに，気運 1主百勲量議 4払ピ華鏡壷'

的な蔚保にあるから ;H平瑠挺請をの長期予報lこ対して J 線型司三プ、 Iレiまなお董

零な怠味をもっていることか一応借識し得る，

ヲ旨

m ムイタ
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Eト〆ffY
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〈寸〉

第 Z囲 月平場5"00地 b謡度の

樟島平場舗の辱較差 A世拘0
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白!
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J 地

oL叩...L……酬.J.ιA-.山一……‘..山'同叩‘瞬.
5 IO~‘IOZ 

AW 
s' IOXIOZ. 

AW ー

場・6函 種々の経度l之袷ヨ 500ゅの

百平増嵩度の塁手較差 A鳥。o(吋ーnn
とAW(北半味J

5.線型モデ1じの設定

蒋マ函 各反の経皮lご沿う5"od'1l2b

の耳平噂気混の苓較差 .AT50D(ケ蔦ーJ1i) 

どT.W(北半味、J

一抵に y 総令附な大東の~.f己主音程 iま，局長涯にいえば持んどき幹線型であり，

線型 lヒ動作するのは，ある特別日状態の下~.>ある限られ?と時間商時に対し

ての司でお石，しかしながら J 非線型作用ちも，ある条件下手は，棟型払す

答こ ιがし/;t"しlず許注れ石.たとえli"'，帯状流に対する議乱とか』気候的平

舟場に対する擾弘について論ずる場合をあ否.ところを J 番重』基本曝lζ静岡を / 

して榎説がふさ いこぱ，制犯を許す森林守あるけえられがぢMM，下ゴ
ニ礼は正しくない .Jと己え援弘の振橋前Iトミさくとも，その周期政入力のモれ

ヒ裏なるなら lët"，大3まの連動はまして線型にはならないの守ぁ~.

をE て之ご ~I 長期予報のための棋盤モデ 1レについでの首長識にはいろる，必 J 

ころ ~J 告動制物重量言蕗守っかわれる基礎鈎方法は，長幣吠態における増幅年，

世相4寺桂 J 安定雄や謹々の~必tM.の効果などを，線型方程式系から嬉

ら札る伝達肉教により調べ石こヒ~，すでに述ぺたよラに，この方法によ才1.;

J~'~金な解す1Jわぢ時期を違って積分を行なう必零はない.

まず最初 iこ J 次のごlLをご、く，商~な草地権蔵毛ヂ』レについて p その冷り 7i

を百ぞや詳しく述ぺて刻、ょう.

( 8 ) 



笠 十州…νド……マ引川…一〈け山日壬拘山十怜包 (1) 

告が(禁和)十 w. v (持)十 Sω = 一三FQ (2) 

ここで， φはド中必伺おd

(=~乞) S=-o( d必九 θ/3p~

Ql主主手柱時1札単柱験豊あたり

の加熱昔ちあ~ .第s囲の知く

大事tを等分に令 lナ) 1) 3のレ

ベ}レに滞農方程式) 2のレベ lレ

-揮尽力字方程式を通関すればJ

普遍のこ唇毛ずlレポ得られ，注

らにそ才Lを様型tじするとく緯度

見=0 -0 

円=250帆b-". … ・… ・執~ • • • • • ~ • . … ‘ / 

区=回Omb- ωすで品 T一一-2

日=750吋・ いい・・…令….、 …・・ 3

P4=IOOO司忌-.r--7'77-; ~~'#I;~~;~I'~~~I!/TT- Lト

平場値l二討し)) 蒋8函 ご層モデルlこぢ7ナる大賓の分割

(~十 3 チ tP， I ' "  e 1>. 五日夜)百万十PU-r芳=0 (3 ) 

(4 ) 

十ぇ=だ侍+平会)((A-<T3) +A.' (V; i虫害担ぞGω(幻

f: こご~ ご̂一一一一一 θl本温位~，ある.初期条梓として点=弘
く令ーθ3)(ゆ，ザ0/3)' 

=0を用いる t乙ラしでも一般栓 1ま 失 わ れ ない). (3)， (，4)) (5)から ωa
引か構去し J Q.，らをフーリ工組教に分解する.

寸伊 aω(句元川山，"t古ωJ宮4嘉掴JんQιωいい悦川山(付ω古幻〆〉

すヨ否5とある法数抗に対レ一祖の

同 何 十 一 λA舎芝山[日(m2+だ)イ]仇一仰向

=ぞQm ({，) 

だ禁五一 川λr約2つ)令宇2仇ど刈切叫叫ぬ胸(伽仙m

=与旦Qm (7) 
"'P 

( 9 ) 



描f犠忘れる.曾輸鞠都遺E論@教えるどこるによれこ社に:主眼~按轍義\
‘緩f~こす~， iJ!.のT曜の代数'If程式になる〈一隅f〆{一ベ引一(はa

T 1_  ， _1 ，:t Rλだ草 1- 一
( a..p + a.;) や嶋一 (p 十九)やam= セγ 高官~Q71L -(りー

L吋ve叫&変換萱を示し，すなわ!;

LCPJ=LLdtdしら(炉LLfdU，rJqS J J 

なおこごの þlま損圧を示すゐのでないから荘程注れ r~"、. ぽ))c.引をどくと : 1 

丸一(hFJ〈PJ否情(p) ;. :. 1， 3 ({りJゅ;
なる tf;r(p) を求めることぽ守モ，これが伝達腐数(仇制ザ.e.!t~叫

である.われわれに崎容な粛歌敬持桂1<1; P =よω ヒするこピにより得ら説

(ここの ωは振動教を，垂薗遼長ちはなれ)，結局

R ~ i()J.炉 ω-S.i

ここで，，'ー lま

、洲
一

、ここで， β'1tI.JノU明， SJm} am. 及び--&~は 1n， λF， u，， Eゐ互が(3を舎む

樟数;マあ t)，すぺて実数である Lその表呼魂E式lは式末尾の補遺てで:1示主しておいたよ

-側として仇=3 (波教)λ， U，叫1宮需=20骨例11/2ι ，(ωゐ=酉"/μo悦 /ρβ必κ乙Pλだデ=3却o
./UULよtf-z3 β=6ι. 2Z.wut-イぬ均g 毛客z与えてみる (4特吉。の縛s麗是圏の長t注主を書掌をf往主

}にごヒつてあ志).せして与商期の入力く屯〉を若えるヒ ω=2花/T士 = /.ゲf

x/o-z必古田J とな 1)J 噌幅孝1ま

I?， (i'ω) I ~ 
I F3 (iω) 1= 4仇 ';caJ.cm-2._-1 ( 750叫〕

4並組葬少 iま戸〈よω〉前車の純盤戦ちあるのマー7f../;之 kこなる (31J'、J!Jil~ < 
才t}二対持する). 

ヒころで，喪際の太気の場告 p 熱源に持する 500判ゐ高患の増幅~Iま.60

4肌/主d 仰'/..-2~-' (味喝事， I付グの結果〉れ芯〈れ!ま鈎/か買守あ

り』上遣の締東とは全然ちがラ . f24'lO-机4為切の債ををえてやれば，増幅撃

の方は変1tす志の守』襲際の憶にー致~せ得石可能牲があるが('，柱極嘉のまTー

は F( よ ω)~鈍虚数マあるの 'l:'"f'2O-'l4机必.:tíAを控えてもゑ兆レない.このた

め主述、のモデlレ1ま遊卦でないこビがわかる.
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~にj もラ少し草食畏レた司王デル!之ついて商単に述ペょう. jミ気のよ習に聾 γ 

遣す若宮荷量Wをλカヒして等入し z告さらに恭外語生前J 地農葎4事，満j量や熱:

の水平払議混各の、論果も埼揮する.縛型ぬもE れた式は〈もとの式1ま (1~)-('18} ." 

ーと捧んど同じ〉

(去十U会)勢十d-Av勢一どす=。 U2} 

(13) 

(会+u"封写会+F3舎":'Av勢一会(謀 -3義)
7馬産i越散 地表辱棋の効果

十五24与=0
rlt 

75ω戸市+貯金)(cp，-O3)十内担当2虫色L

l

，
i
，
紅
白
令
勺

111t
r

叫今恥

(J1f..) -}(AT~叱ヤ応〉ー笠主主〈仇一色)二対入IvJ' 
χ R  

都4な散 赤外放集t II~可決咳

， 

これは朱抱哀れ?るけの作っ k毛デ1レマある.入J 中 λ.2 1ま吸牧諭某~舎を帯

数マあるく之こには知何なる形か示されていr.r~、~~. ()8)式の中の表或から

推定し得石). 

警て J 初期条件をゆ1，==九 =0とし J 前と同じ守橋きを有なラ z

[

1

1

1

1

 

d 

一一， λ， メ4叫 P十S， 一ー
か=t(t)W;" =戸a P~+A川以，J

の形の静か傍ら.nる. 5" A} 8 はすべて複豪教であるのをく表提式は与え

られていない)... F(，ω〉はー戴1之総長敬司きなく，よって (l-aJUl.例£おλ の健

、々愛えれぽ...4lL相少も表記する.モのため... {UVUIAnι~~遭きにえら民
穣!こ親測さ札る増幅羊W位指3をに一致させ得る可能栓をこのセデルは普っ

ている.

以上=で巌震潮の論支はおおり，次静からは音色雄山の論文に穆る bt'，量複と

棲雄北;~注けるため J 歌まむのK 智~を省略した.くわし〈知りたいう町は原論

I 主~読ま札たしくなま?片山のヒこ δ にリコぜー用の標肢がおるので利用して

下さい). 

(f!i) 

6.冒戴護得費ど等E面詩農の様型商標

Ko-o f1.'草入した概念 1:::純い，祷 5締の 2昏冒d)"f. T"Jレι樟んど同Uものに

巷ヴいて，詳しい解析を行なった.Kanの曝会，与によって変わらない長短

(1 f) 



主隈1こ遺すl高官射曹をみザd 注しているので，切.IY?AI崎正Lの気濫骨持議ピ

の説明には買い得る 1Jt， 長期予報の 1をめの線型モヂ lレの入カ E しては道当~

tt ぃ.それで F ここ~は地域の日射護嬉壷(ア lレペ- ];'の捕栗ずは\，~ Q の~)

零甚などの長~可F・ 9 同じ縛袈薗上マも遣った債をもっし』また与n.擾兆する〉

者入力として砦えよう.裳際には 2 南平均日射殺得憂の縛最平噌からの備業 i

を入力ピし，それに対す，g等圧面器産患の樟良平喝からの傭主主のレスポンス l~

焦辰をしぽ"0> 帯主~'~克巳刊との拳童シマー，東語方向の波数p 南北方向の波数3
摩操保数及rf.'~く平乱抗議会保教などの効果について議論する.

用い Gモデ!レ}ま〈二層草地衡風近似毛ずlレ)

(会十¥V，サ(内)-fす-:-A)> V2ト 0 “ r )J二
(去十い)(1十三)+子管-Ay Vi~3+季 (3 ら- ~() = 0 (J刀7

F管宮八A"[日(会十w.咋吋vり)cや十，-やω3ρ〉一寸AT刊V2
(伶仇十』ち削〉

一手豆島{-叫〈や，ーや'3)'1-+ Oe-T山川 .(18)
Gp .P t R~ J .1 

これは Chu.(朱抱翼， I ?61 )のモデ1レであるt) ここで

f 82 "l> _ cJ.J>. 
や=CJ'Z， パ=下手Jθ θ 3 λ。一一一広 ) 7ff=(/ーのwt

..，..， γs 巧ー句 8-.P 

門包ー害 í~/，28 P，)f' -t-(o，~(， T4)4 〈l-e-XA〉ー/、21 
~ ~. PI J 

であリ， ω21ま太衰の上限に還する日射雷(1<ωの場合の Wにあたる))" r 
1立地域のア lレベード ) Avは7K平乱瓶粘牲係数) ATは水平乱鼠隷拡散捺猶仰: 〆(

一，
免は地表の痔楳標数 J cllま赤外被駐の吸攻冊数('"弘之S祝，2.$-1) " ぷす lま百岨，

射の吸味係数(す吋 O、2)) J砂 1立氷蒸菱t塩屋 J P Iま聖究極主主 I 6' 1ま S..nー
が処ー B~今怖a/IVTI..の需主教でおる.

(/~)"， (/8) 場E線型枯するため s 諸量を緯康平場〈公司~1F す〉とモれからの'

偏差 (1をff..す〉守農場する.

砂 =ωぺ1j，合)+ w-' (x，宮s芯〉

ZJ=Z;<1/， t) + Zi(χ'''I，"t ) J = 1 J ~ 

u = U +u.l ， ir = v-' ，ω 昔 ωF

1)訳注. このモデルは非断熱項の表誌をのぞサぽ，N. 'RがM令。(19st，)が数値

安揮をのとき用いたものど全く同Uであe.

(/2) 



t，':;j;織~"，

の場金，71<平方向!ご-'IJて元であったが，...)ここで、 laニ求元ヒして取 1)按弘

られ;Q線型化方程式 lま(12)，..... (tL{..)ヒ類似をあるので省略する2.) つぎに

曲 目机"十官官";/)
w-' = L: L::; WC合)e

押't.1?t=ー加

ZJ = 三二zz; Ct) e 十nll)

して戸侃日ムn.1栗教の幣微分方程式をつくり，初期条件'Z，'(丸習)0 ) ) 

I ( χ ，1/， 0) を与え， L勾必.()~乙震喪主主 E どこすヒ Z3 に対しては求の形の

得られる.

乙(t)= F(p)恥)+り[Z3(0)一五三品川] (11) 

得られ忍.ここを Z"3(O)J ZI (0) ìま和期条件に対す~ FOW'l-ムλ 保教をあ1).r 

Z}' W ま-Z;J W の乙吋Jla.-CJ2.変換""0ある.

r2.πア2JC イ(押印+ns)
Zi.(O) =す宇:z! I Z;( Y'， s~O)e~'-"'--'dY'<L s 

t 斗ル o J。 寸 ， -.> 

F (p) lel入力苛}之対する伝達商戦， fic (炉)1ま相掲条件に対する伝童商敬であ

る.そしてその帝 lま

AdH β， 
戸(p)=一一…一一一一一一一A2 t"+ 131T+B3 

戸c(t) = 
T+B事

A.t有志子+B3

位a;:t-

C却B

ヒなる.ここで A" Az Iま畏数] 8， J B2' 83 友 ~' 84 1ま棟、泰道tである.斑

波唱長時牲戸(乙ω) の一つの倒苦E弟?簡に示した.これは戸uω)=. C ，.. ir (f)を

iA1/f...兼平面上にプロ γ トしたもので N;n-μぽの函ども言われている〈周梅γ

叫ヘ加 2冗/ω). この場告の~時取の値は

m=4，n=2 くn.lま桔から極l二歪る子午線内に会まれる波数を示す〉

( f w" / .p ) oOO挽 t= 2 XI。→，くf砂/..P)2.50明 b= 0.5 X /0-3 

ハ"=I、5X'/O-/2坑 -a -' (3= /.bX/O-'l./UC-1m.-' 
企=3 X /0-6 Ak乙-12Aν=Aj = SX/os押7..z .JJ..e，C -I 

U， = 22 '1(l， .Jlμ ー 民 =8悦必c-I

である.第テ函か D

2)訳主主. (18)式のffl;.'外君主待攻の中の ('1>， -1>1)g. lJ:: '/J..のよラ~;:線富山じされる.

(ゆ，ーや'8/'=(RTz.t = RI{.(乞十γ)'1-'v  4RIf工事γ=4R3T:z.3(や，'-ct;)

こ』で守二 la:大気の平均気混を示ιJ常数ヒしを耳元リ抵ラ.

(/3 ) 
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f同戸
~J 、地

ilt> 

務.ヲ国 線型司王ヂ Iレの商波数特性

U， = 22 'm.j /lQ..C.. Vミ=8m.メ帥乙 s偶 =4.12.=之

ρ
4
 

間期 I日一ー溝橋幸=o. OO/7m/call. cm.-I必ずー'住相=知。 (18時由主くオt)

周期二/与ーーー増幅宰 =0、!t.20市'IcoJl.仰 i'd.句・I1主相官15'8・(7か月芯くれ)ー

すなわち 1 a射の首安施に対しグ50m.bのレスポシスは非常にふさい.乙;ft

1孟養穣の場合ヶ5t>例 b晶震に'Ef~~t.~' I 殆んどみられないこヒヒ舎今ている，

また l年間期!こ対しては J せの増幅童手1まl日雨期の 2501ちもある.さらに官、

尉護符蓋ポ時白地 iこ袈犯しない p すなわち T=∞のと~の増幅撃は α~$'

'Zt)T=1専のときとあまり遣わない.

主て Il手商期に請して実際の文提モはどんな商僚にあるのだろラか.務10

函iこ 50o"， 1てれはに対レ』観測切同様的な z;t w'のま必在来ptt-Jf-J
た.• z' t: UJ"の商係はま巨幣!こ複雑"f帯リ，場所ごιにその向の商保1ま要な/.JfiII. • "¥i 

.先港員組を~してし、る.しかしこれらには，董零な掠通怠対晃温うされる，それ

は1J)"'ヒ z'~~'碍んど主主位相 ( ff = 180つを援~レ，ま 1ξ増幅華は~埼~

O.!J伽/ca1.伽-2.d..刊であるこヒであ否.これらの値が主誕の語論的苦事櫨

ヒ大体ー致していることに注冒すぺきちある.すなわちJ 上述の線型屯ヂル

iJ.... 1 百尉議傍曹巳等正面積量ヒの1首のレス ilfyスを説明するのに通告fなもの

~あるらしいこl:::tJt'わかる.

ではこの線型モヂIレポJ どのような桂績をもっているか? を穆々のJ'Ul-~

ftb，伊凶為l7..の債をかえて J しらべ、て称ょう.

「

戸戸

、ヘ-
4 〆

一、
一 司

ρ ノー一

( 14) 
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昔世単 α叉 (離主gf，♂〉事老齢
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tL 波数祝，九の敢果

増幅華 IF( iω) /.I;i 7九=/ .九-::::.0のと這，極大ヒなる.そして祝J花が増

すに従って一応減少す~が 3 再ぴ机冨 a -5" (九の櫨によって衷な否〉わ証

でニポ的極大~'現われ J それ以後 lま 01こJ/主教する傾向前あ~.しかし位相も

令めた J F (よω〉ペクト lレlま勿z)nによリ非常|乙棲韓:1之長払す石の守，なか

なか視興I}I陸!な見虫レ得ない.

つめら子午蘇方向のi也教72.(極から極に室る子午線内の嘘軟であ~こと

}之主主奪〉の効果をしらベ.Q.嬉111盟!こ V;= 22例/.l..OC-') tJ，; = f? m ./J..eC-Iの

婿舎について J おる nlこ対し J 枕を袈兆主主辻 jミ場舎の培幅羊の~.ftjtJt'示注xt.

ている .n=Oのは lま， yn.= ，に愚太JR'3l1O ;f'L )れまれこ寸前樋川軟.......---"

られる e 九時すヒ， m:;. 1の最大櫨は小話くなリ J またこ拠地雄大の向、Jー
する視の値泣様々JJ、きい方iごろつり，その縫値 lま1?l.=Iの雄大撞と∞m，PtJ-胤J.J.e

な櫨ヒなる.すなおち，子午線方耐に波I町?あ否 KLtき(nキ O)"J主主主(111.=為的

の揺幡年は増し，仇==， (バターンの瀧|こ討す.Q非対称性〉の増幅牟は減少

する.これ l志プロッキング蕗掲圧やカット文フ偽気圧が、存桂するヒきの拭態

Mr . ~ 
ヘ 0，1;ト .".¥ 
a ¥-¥ r.JtI'九 = 之

、、、 1 ・~\\

$04i ti ャ lli
ミ i¥1・，'¥ /..::..¥ 
G¥'.....¥'  / ¥  

fto、ョト ¥1t¥ / X i〆π=!

¥ミ-L/j¥.:¥ -... 

! ¥¥ i ¥j¥l ノ九言。
3 0、2， ¥'.¥ I .¥¥六俳
行 ¥・J:¥-J J¥)〈?
正 i i i-l ----X j，fl・-¥¥・'.

'-¥r I ¥¥¥. 、
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7九

増幅撃 Ifi ( L' CJ)) I e m，冗ヒの商係

U， = 22-m./Ae乙 U3= 8僻ρ必C

({b) 

J 
同総μ



に対~す~と薄えられる.以上主主まとめると J 北極 1ご対してバターンの我対

、称牲が強<:)南北方向に波討ない時には p 比較傭弱い斑波(祝~ 5")を伴ラ

撮向1ft'あり 3 逆に対称性対雅く，南北方向に波があるとこを主)主，強い長波(旬t.

= '" 4)を伴う傾向をJ この Eデ lレは捧っていることがわかる網実際の大

捷の現象に p かかる商係ポあ忍ことはよく知られている.

b . V.Wnd ~Q)乙の効果

w仇d~ (u/-U3)を増す乙3 抗 =1の増幅専のあたし主削減rG)

定的極大値lまp モの位量を抗の ]3、注 ¥i'jヲヘラつしながら急激)こ増大する.は

れは(.()-均dMuum.ポ弱いときは非対称棋〈侃=1の増幅奪〉百dミ這えて

短波長-mト比較的に草越し)方 whui~乙の強ひと註 lま) ;!~対称性がま喜

f究り J 長波〈侃ん 3) の振幅抗議文す石.前議l主賓 3 後蕃l立冬の状態iご建五忌

噛岡るものと場えられる.

なおJ 程違商戦左京める榛，需の安定性をし bベる肱号子力fあるか?く本、相俸

!とおいては全面的l二省婚した)，之の w吟?d~l立解の安民基準に畏も

董撃な縦割返任めてやることをつけ加えておく.

c. 7K平混住の長女某

」械iこAを増してやると，仕組角y>lま/'ifo"に近ゲき J 増幅キlま減少ヲづる.

聾初の側で、 lま1 失隠居の大気の場合 Lヂ"-'180~) よ i) )トミさかった.ムとのためよ

奨礁に合わせZには J 最初に用い 1::'A = Sx toS -m:L AJ2.乙-1 よ1)jミ註な佳を買を

い石 j世害対ある.

d .摩擦係数是の効果

えを増すとも姪戒の増幅三手は一般に怠敢に誠少するがノ長波 lこはあま捗き

かない.すなわぢ長の増夫lこ伴う減袈作用 iま短波のみ lこ大きな劫来盈もつr.ご

ヒjN'わかる.一方 J 位相角に対す-e効果はかなリ複雑ちある1]¥')ー長誕地広j島

附 .~増す L 州 /8内ら削れる傾向がある，九ゆえ 2 喪際 lこ仰せる主
めにはJ むしろ先を小さくとるべきである.

マ .緯論

、以上のこどをとりまヒめればF 日射骨差量と等正面蕗農との~ヌポンスの

季静~仏 lま I b飾で帯主虫した練型守三ず、 jレて子主似的l之説明し得るこーじを万三して

い石.ここで F たとえlず 3 長官主 (m.̂ -3の如き〉の掻幡をふ冷レたけれ t.t')

至急歯 ω-hz.cifi御LlR... 主主増して)tれ)ずよく， まf::::.~ = /80. i武特ら;11..な~"\ ~乙きに

は3 乱調標数A78.婚すか薄擦係数先をへらすがすれぼよじし J 増幅キポ大き

すぎれば、Aを増して調整するこヒヰ:>'0主主~.ごのよラにして最適の線型モデ

υマ)



ノ

A 

.fWJUi慨必也九々 の櫨主主主提めること'iJf1予告書否のである ι

このように，長期予報のモヂルのf!昆の百簡には， j二迭の方法bf，~わたE く

ヒも~為忍、の債をヨミめる日つの指錆ヒ絞り得る.もレこ=のようにして

もイ百的対室員きれないとさ l本 J 毛デ Jレを政長し 2 弦主主商敬 F(~) の構遣を

憂えねば、ならない，いずれにせよ，自動制御理論の概愈の道南は，盛期予報E

モヂ Iレの作成に対して大迄な実献をなし得ることは騒いなかろう.

、11-と

市4童

(/1)式、!て舎まれる稜々の係数は

β♂入γくが十た)

存者

d
F
J
 

s均 =1一βm

SJ?n. = (戸十刊は和一川 (J-=I，3) 

レ バ[f-43-おお完了]
ー l ー

t ~〈β:.L λ，"'U.(")努£ー (2(3a +A.2.TJ/)笠許-U;U; irz'(. f3m 2_  J ) 
， 
すZ

β情2.-1 

UT = ~ -Ua 

国〉曲叫
斤(質事長厨使対.. 

u= U， 十 U3， 

ーノ l
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力学及び熱カ学の方法}どよ忍長い期間の予報(fI)

間
同

骨
届識

s

篠山
岸

4 
0ι町

長.¥、期商の予報についての雄主安かきは Uめてもラー与た令てしまった.

!との文輩で一応のしめ〈くりをしたいと思ラ前I B本ちまだ長期尚の具体情

な予報倒猷得られないの訴事安企1j.ある.

ここを11，磯野さJι(瞳苛壁)の行なわれfヒ4混予報の倒を借用し J こ7.'l

から何を薄える 1浩容成、あるかをかいてぷたいヒ恵ラ.今年4F.Jの芳スローの

i舎 ~， 長期尚の予報，1J~ tK誕蚤さ tt} また?尽のコロラ r の会持ちも~.スロ一

品川ずきもの.州議セれたようである・時に似吟一荒川の句 E臓の予

官報倒 (/960ar.4JJ I a 00 zを初期櫨与したもの〕は具体的な予報の向建

としてねれわ況の商むをつよめ?と.増田きんの報告によれぽ』会場守に非公

式なん1UJ'-.JZ.a句e.~也卯lJ1;"の討論-Mあったよラをある.その中マツラ主ァ

ートの門m均 la

-了五.e.bん;z;r./l..IM噌.eUJ.併説Vl.-þ弘ωゆt.g ム~ a. ~n.必，. a. 

~ザ兎γ向。匂偽仰向。 . 8u.t必 ι必 UGaぷ侃 ，l4tιb匂 λMヂ

、作協臼~M~ 仰が~• L-d7UJ fUl，/Iヂ伊都ω(JA';bn子視平手

-8..e0/n，飽t:7UYW'.， ~ ぷt私 1?zd F kcum.e a...A-c必処Cι ー

ど威嬉をのぺてい石.ではん7I1-./Zß.匂e. pω“おマ乙~ .JUVri.12-
併が'uu;rUJ.;tVn.タヒの孟別を何-c-行なうか.この援については人によって意蒐

「のわかれるj長であろう. M07Uπlま演のよラにいっている.すなわち

格にいラ作~fVZ氏側〈高・蹴圧)は 1- 子~ぐ之oDQ-3000 

仇 Jのえいさをもっている Ĉ"普波の速度 ，f "-コリ大リー砂川ヲメ-

7喝事.縫ってこれに対す否wlrvz.式の時南スケー}レ τε!ま

て1:':" .s./ u '" 数百の大じさ

ただし Uば}語既成の歳違.このよラ証主場をどるヒ』地球を/商するのに

}か買ぐらいかかるけれど毛}) iAm.手M 匂£戸処a必匂の主揺から是え

るt，ムo..r-伽ザe流の時商スケー 1レてιfJ¥'久切 1こ・なってくる.このてんは

R必/VJJ叫旬rz.-O.s..叩M 剖 P のま国lで

f 

てん~ετ1.8

決 工υu/tl>分科会どして掬か才Lた数値予報のシンポジゥ1...宮本から正野，増田，歯8f，伊織，lt)，.)1主義

等政事前.この報告は婚留によ!JOME合'Avol. 2， ~o.3 Iζくわしく報告注れる予定.

くl'f) 



'ただし εI~k句&ー'./.l-は白の ριιd飾品の工王手 Jレギ一、

てん"- 1週南区いった時向の大い注

1 このよラな・若えのもとに J 予報期由1T 折、

丁くくてL

の時，j:， Aゐ-7.-1:.. lZ4/P併戸弘cω芯み5・それ以えだとん?マスωマe.p匂ー

αはがn.~ とわける.

このよう rJ:主喝をヒれば〉匂百予報ヒいうこヒ l本Aんd..JZ-Mザ¢抑叫ω()-

ぶ匂の中には い り う る し J 必よR/n乙色乙して取 1)扱える乞いうわけ記、

この薄えに討しては J 今くの人のゴメントボ、述ぺられたよラ~，あ J香水、I 乙担当 ι 

ちかし魂在の時点下|ま/通商ぐらいの期商マあれi才、 J 奥体的な予報の方法ザ也i
t折、産主しているヒ芳えてよかろラ.

包.断熱大気としての 4ft予報発

4ft予報ヒもなれば F 当然北半球のデータを用いなけ札)ポfまらない.堤在

i電討の lレー今ン予報ちは J パ、ロクリ三、ソク予報として国管モヂ lレボ用いられ

ている.この考えを北半誠にひろげ p 予報期向をのばすことは当面大切であ

るので， 4.. B予報カやまず予備的手ストとして符なわれた.悉ゑεi立立辺土
史主主草壁ιε思亙主主互立乏ムふ乏芝車之三上庄三受五丈kえ鐙火三主主
にゑ戸栄三j吾ヒして 250'1ゆ ， 550仇 b) 850ヮゆを用い否・注いわい今特

セん〔電苛藍)により北半球の五著の ADP訳、先戒し jとのでプ発長 三菅の資

料はこの AD 'Pの結果から盲動的に作成~れる.

算43図には 1961卑 12fi 10 13: 12 Zの 5'00僻 bの Z於示してある.

予報例として嬉44函には 3日予報の 50ω3 事 45図に時況億糸川:る，r--

てある.具体的計箪ちはまず3百先の o50?匁bを予報レ，次に内持法 "0!5oa. 池

?πbを求めでてあ否. ) ¥'イカ jレ湖付近のんbW" に注百すれば、，蒋動のお〈才t'が

少し百主つ. ~各 46 函!こはこのんow- の中，t'位置の掛さを禾レてある.函 ka

l式参薄まちに北半球パロトロピック予報の結果も示して~る.バロトロピv

ク予報よリ l主改善注れているがp ま fざま 1ず改善め余地iJ~~按っている.

決の肉星雲京として p 下情の予報すなわちこの例 r::、~ 850-mb の予報につい

て芳えてみたい.曜計の lレ-4-ン予報についても，断熱矢賓の壬デル (/?63 

決 この項の結果}ま城野さんのすえトされたもの1:'す.詳ー絢lまいずれ印刷発表されるこヒ乞思ラ.

株派 四万 1::: す忍ヒ，記憶容量の街4家主託事時宿Iが奇~ß量的J:::長〈かかる.

附持 O門r:=GrAν。e.2，仙 .4s.主照.
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主~b 月以前〕ちは 3~ 時嗣予報でも安部に比ぺ下春のトヲフの怠く才l iJtぁ。

た.

4ヨ予報ともなまじぽ，上誌のおくれは若紫v.t"くなる.

上菅ど下著ヒのトラフの位植草を Sヒすれ lel:"1 瓦v-(又 1まT子 -A-一ー

がゆ似.I.!， 7J"一一風速の商北成分〉は大体 81<:比例する ι着えられる.

ー番簡単な倒乞して，上層亙ぴ下管の葡震をそれぞ才LZ，及ゲ Z~ として>>t

のように芳える.

Z， = A必z先x
l.z -==-Aみ~Æ( 'i. -ð)

ごの 晴 元 =Z，-Zz = sぬ kx(/-似た&')+ω1k:x. .Mn. RJ' 

か=子長=を予告(Z，+ Zz) 

-伴走[ωkx(/+ω k<f)十MA.kx .MnRd] 

盟諸=

一一 h1i 一一hV- hv 1rv-
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判機織側、、

絞って
.a7C. 

お=合(ぇv-dχ=銭 .JJiinfr< d ~ O 2iL J
I1 

I~V -，.. 2f 

( tとfざし.地J<<I とする)

このよラな惹味マ上下のトヲフの傾きの代り ic，若手の予報梼栗を第 4マ
函にのせておく.完V-~ してあ否の lま す=45明、 J 55'oN， 600

'"めまつの

韓度線の否7J'を平均したものをあることを示しである.夢実線 i本実務~)鼠縛I:t.

予報締果ei'ある.間中 φ教与iま角2Aic-1の単位で可えした瓦v-.の債て子ある.

国からもわかるよラ 1之，下層では瓦i}の壁m'英況に比 Jでて )1、さい.すなお

お顕 蕪 の 先 制輸送時現に比ぺて 11、注く予報注れている・'[;/) lf ターン~二ハ

いえir，平増歯 l之下菅のお、くれ肘百主ってい;Bこヒになっている.この亡どVttIfIIIJf， 地

li断熱太抵の仮定tJ'I、実際の犬繁現象を説鳴す忍のに不十分であるこピを藩暗転ーン

している.

9.非針熱大長のこヒ

一説l三 ;t:hi北礼u6兎の予報式lま

33=-vvA+S円十者(ヂ)多十A (宇 I) 

たがし 6P，まれるニ管内陣} 5):4[史長時約 p=ーす3F〈d

: 腕， θ:齢 )jωlま雌p童農 3 若手 Iま単位噴萱に単位酬に加えら

れる熱警.A Jま-eCUザ品物倒必九を表わす

ところで怖はるの Ia:警の乙とであ忍・普通普として

(1)地面又 l立海面ど大賓との向l之芳えられる顕熱によるもの

(2)薫裂又!ま凝結による潜熱!こ腐するもの

(3)放射によるもの

は刻されている . ここ九ち璃恥3の峨放射恥によ持る 4袋子 lばま鴻第恥l反Mぴ、滞恥込のものに

ぺ大 2きEさ1かがT¥'、/桁J小トt注Eくなつてい，弓否.

今戸

このこじlま，予報期向ポ短い向(1) ;2.日)に 1まあまり帯響しない獄、 J 数

百鬼の予報になると無視し得ないこビを鷺味している e しかし，ま世田本-r::.

leI:放射まマいれ芦予報倒がないのち J 放射の f延期について何か書くピすれlえ

どラしても外百の4測をひくこピになる.それは卒支の趣旨からみて遜昔?なー

いの~，放射については単!こ大いさの定椎鈎牲績に之ピめておき 1を t，.. . 

と こ ろ で 径の犬いをは，海青からの 嚇 輸 送 ぱ る も の 札 結 に よ る 潜

懇の殺虫によるもの乙して 3 大体

(24) 



fO4?SJU冗"AZC.，

これに討して法指}こよるものは

ωす 10-1.プEJMF必ど'

これ 1ざけ"tflさ抽象的なのち， ωの大い主主 Iご直すど，

〈仇 I)より そのKいき)~

〆、~

ωN持(寺)祭
す，...(). 287-， .o.p，，: !iooml1 ， S .....， 2X 10-:1.仇畠 -mb-z ，A.eC.-2 ， 

坐.-/()・孟わ tirn.-1 Mc-I 

"J(/，t '~r 
〈会J 雷鳥冗骨7.~fiU. -2 ) 

ω .....， I帆 b/An.
どなる.すなわぢ h匂4 必dι の~界流ヒ間 U 大いきで~;S.ø . 

演に各~ IO-'"-k;五初回IfiU-f 2:::いったわ、さはどのようにして院し

であるかをのペて硲たい.簡単な測として;疑繕!こよ石潜熱の放広を薄えるビ

、離〆

L
 

A
山
一

μ
〈ヲ.2) 

ただし L= 600 cJ./r-で仇は単位時向の凝結董ちある.

従って街和比湿をダ乞すれぽ

五ど一一冊dt … ( 9. 3~} 

("It $* (t， T) ヒいラこヒを増えれば、

子=(ザ九(多) が一訂

さらに

( r..4) 

の面下の微分を豪打す.

5賛Cp"θ 〉ιなリ

(ω=去)

+ 

T=ー 吏 及 び T.一史

の代りに混位 3を用いると

+ (謀)p努

添字T，J:> 1志

Z背(p，丁)

、 A = (-2.左~)川
a.t ¥ 31"ノs...... 

__-= a.θ-"  
~ '- 1.: dt υ と古く.1::近似合町J之

前一ω(ヂ)8

(9.5 ) o
z
P
 

3

一2ω
 

L
 

(25) 

出四一白
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ぼれす
冒uι 

""， 

ω"'--3.t '111.妹尾， d)rニ52テL -dM4令，

、!

従って

I ca.i= 1/..1'66 X IO-s ずもJ なの1:

ω
一。

2.古 X/0-2 地JBfI'A46叶

となる.

接結による獲擦の故量まと間棋に，

Z昼前行なわれ』その大いきも

i，Q 
す'"'"/0-"令官17'/.-'/.J.，2C-1 

ちある・これらの糊 Ij:I AAfYII /lML~， Jlqザ m 写IjAIの 予 報 に 畑 山 へ C
大切な向患であり』現.h:.の竜昔警の 1レーチンの'"、ロゲりユッタ亨報1こは凝結-1

による潜蕪の放忠ば不十分な形ではあるがくHこま才z:てしi¥.e. 

大捷申へ顕事良輔 4 冬期!こは太平準」二から，

島

to. 非断熱大気中での~子

務8節ぬ 48予報のまずL、点を -1iv-すなわち顕熱の北向を輪車をの不十命、さ

~表唱したが，非首許棋大気で、 lま克v'ほどのよラ lこなるかをよ起ぺて品たい

おの時尚表 れ し て l:i(9・I)より妥に満保した曹は

(10.1 ) 会(苦言) ~ E3F 
ニit.1ま(1. I ) Iこかをかけ，東筒1f耐の平埼をと石こ巴によって得られる

商様式予ああ.凝結!之占石潜襲きの放盛tを薄えあど(9.5)より

-hJiF 
也 叫 組 織 、強レ

( (号)8> 0 ) 一αJ，崎、，d重L-
dt -

従って努からのおへの寄与は

e
A
P
'
 

3

一aω
 

L
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)
，
て
い
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っ
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仰
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な・
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このこヒlま2 トラブの前面 (?)->o)マ上界統 (ω(:.0 ) .. 

Vω> () ，トラフの猿面ちは下献なのマ榊'1;1:1d: < t努 ==0

るこど在建え否¥:::.)

，司、"会(お〕

- 一 ι 一一

O 

すなおち，謙信によって顕擦の払向き輪選を行なっているこ乙!こな透・第

q節守主主ペ1ミよヨ}之 p 設備!こよ，る潜擦の致鼠すa聾 lまかなり文詮いので，上

(2b) 
、

， 
一 ' 一也

J ← 

〉会〈布)
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ミ

》〆

並ぬような意味警の顕繋の北面詮輸送球無視し棒r.t¥，、畳キある.

、 ~Iご J 海面からの犬挺中への顕蕪輸送のことを港えてみる.その大ひきは

普通

，、'" W (Ts -To ) 00.3) 

ただし W 陵地上麗避).Ts}寸3

・捷の'混農~ある.ここで

ち -To .....， H司五

1まそれぞれ揮水面及が蕗氷面lご捧す.ri丸

k近似してみ.Q.すなわ吉右ばえに比例し，モ才tIミ対して Ts. 1こ対舟1"~

'H.を君え， H JiさE者向 1之闘して}史ヒ奪えてみ-e.

モーの B奪は wヒ7J'- kの相商をやさひものと薄えれば.

会〈五v-) ，戸、. サ宵(H-，{) 一手1{ (10.4 ) 

すなわち 1(;;は時向 1之掬して指歌曲歌的1て減少する柱積水、ある.この之

主は克5訳、ある定常植に泣づ、くことを鷺味している.物理鈎}こ・は民平洋の熱

源域につり舎うようたE貨幣場の稽成!こ久明定妖割を果たすことになる.

3式ムのことを零柑ずるピ 3 凝結による潜黙の波監訪英1ま署聖書悪の北向老舗誌

の棋輸を果たし，海浮から大捷中への顕蕪輸送lま平均喝の形成に大切な綾鞠

を東たすこどになる，しかし，ニつの作用 lま雄主したものち}立、はく，極洋 jこ

に寒援の吹きE 虫し .tIt'~ こると J 事費熱輸2色』や犬廷に向。ておこる与同時1之7 水死
悲援の輔迭も荷なわれる.俗に Bow-腕郎防どいわれる商保から鳶完有tJJ 

冬期を穣げJa'後婚の IJの燕輸送JK圧倒胞にK詮い，モのような帯i:7i'海面かtj':• 

大気中F縦主 M 鳩提l時俸による潜離の放忠之がう形?多吋説、

II・柚特なわれるのe'J 上越のニつの搾用は金<披主して取り誠五わけ、1之ばいか 2

鞠ぃ腕前ある. こ こ 守 lま便宜的に分類してれわけマある.

11. 大陸と海

7s>'ア地区わ東帯場の精微のひとつどして冬期の欄を乙リあげてみる.上

、層トヲフ?と乙え Iぎ $00偶 bの俸は大陸ヒえ平洋とを者ヒして大陸の芳にあゆj

下層トラフすなわち地上の砥正義誌は怠平洋上にある.平均経..20産むらp

の績き~あ忍どされている.

このような定常トラフの帯戒について，ヒマラヤの地帯ピい予こピポよく

いわ札てきた.このこどに対レ t tt.の向題蕊をありふてみたい.

u) 5"00慨./;1の捷圧の谷の位置一一ヒマラヤ山献に対しての栢対首位置ー・

く27)
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ーはよく説明マセEミs. 
ω もし地鳴 r::~ Itの帯響ど芳えれ!ずJ その帝響 l主上唇 1こい〈還JJ、きいはず

である.俗に地帯~ tざけの帯響をピリあげ石」乙 y いわゆる ω芳程式は決

内十43F=O
ただレ (ωJ下方のむ帥Lμ匂=-Jd Wo 

、、JI
 -

-l
 

，，‘、

Wo /d:下層の寝耳手~，地帯

による上事を示す，

( 1/ .けよりわかるように， ω!主上層!こいく!こ税い J 指数歯車k鈎l之誠少

する.しかレ実際の大賢守 i土足常的トヲフはJ三替ほど頭藩"G'ある.

(3) 夏ヒ冬ヒのぢ町いについての説明は 3 一 般 夜 Uのち状、い1ざIt芯 j 良樟

トヲフの位症が少しずれること M トラフの強弱l才少の側同期務dJ7
~れるだ、 Itである.

以上のことを砦え J また毎 Bのパ、ログリニツグ予報ヒ実習志ピの差 ιを持て

いると， 挙純!て地形の向悪!こ解消す..6iわけにはいかない. /レー今ン，バロ

クリニッグ予報の待某を砂ていると，百本のおかれている 3 東iこえ平予L 面

!こ大陸という分布の帯響を奪え宝石を得ない.務 8節!之本した場 44問 ι号5
45 函ピのくいち~'い lま J トヲフポ大陸とjミ平洋とのう三かい I二近づ、くヒ顕藩

に な っ て い るニ空手前 iまp この〈いちがいな地衡風近似の不備によるも

のと若えてはみたtJ¥')報在ちは大陸ヒ海ヒの効果をとリいれなければ、僻決ち

さない向題であるヒ思ってい石.接待の潜熱の放出者}番簡単な市マ ιリ入

札ている託証のバログリニ、y タ・毛ずjレマ~， 1: 一部分上迭のような効来~' 1まい

っている. ビいラの|ま J トヲブ刻、大陸から海洋上lこてきるビ，南寵にのって相

対的にしめっ 1芝生長の混入水、トラフの前面にあり』その凝結による潜熱の核

抵抗、おこるわけである.或在のモデIレマ lま，上昇頃ちはいつも様、結氷お ζるλ& 〆へ

としているので 3 大控上?をわるい結果を与えている.太薩jニで l主上界域'1:'省刷 、地

i疑結のおこらない倒もあるわけをある.ごこにがヒつの例(/96 3 ~平 4 月 7fj

12 'l を初期値'Lし r-::. 間層モヂ、}レ!こよ~之4 時間予報)をヒリあげ J 犬薩..l:::)

百ネ付近，長平洋主での 900併 bの.2.4 s!寺南高民事r4包の栢j詞4号、教でを衰にレ

てみる?

*抵1こ ω方程式l主

ザ ω+ギ皐=F

ただし戸 lまうす漫の和党友if~側1.Vll'必ωt<t ρ移~効票を示す.ここで}ゆ =ω'，+山 1-;:わけ， ω， /JI"純粋

1::方苦手自主効果 FI::よSもの(吃の時 ωの下~の没w.倍は零)，地形1::よるものをωa とする，

告特詳細 lま 19臼 %1I~q)気象準金大室長 lこれ大河内との重ゑで誕象予定.

(28) 
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大陸主

O.ヲ/

o. 6ケ

日ネ.ft泣

o.~2 

0.88 

た平洋

0.83 

0.9/ 

上京て子ヤ lま凝結効果がないとした時の相商標数 3 九 lま上界載を減議錨

ポある乞した時の相商標数. Jニ去からもわかるように，トヲフ氷洋上 l二ま;ず

〈か J また洋上にある時!ま予報精長の向上水みられる.

大産ヒ海ヒの害事響 l丸土ニ遂の謙結の向題のほかに，第 10飾でのべたよラ

iご，海面からの大気中への皇賞熱輸送の向嬢成、ある，

この向揮の本持歯取 1)~まいは荒川を中 b にした電計の砂的ゐゐZ ずMμflこ

4 て境在すすめられているポJ ポ静""01ま簡草な耳元，)4まいを述ぺてみたい.

この W例九品多FUfの基本方針 lま3 まず樺面付近の犬矢 1)¥'J 海水面の遺産

Ts ピ下層大東の湿度ちとの差によづて j二菅に顕蕪輸送がおこ 1)}いわゆ

否下管の末守史認象を茎す苔"その次にはいわ φる対流がおこリ )1二管大長

へど顕熱の輸送 1討会こる.向還はそのような現壊をどのよラにわれわれのを

デルにくみ入れてい〈かピやろこヒである.対流そのものを道事Eす石主場に

たてiず，いわゆる印7tJひectゐ九の向題ちある.大山はその中から J 大規模ス

ケー Jレヘ震献す-9ものをどのようにして取リあげ石かの提案之本辱 4用のオ

スローの会でした訳、J また、不憐な点もあれ荒川はさらに合理的な五デJレ之

君主つつあ忍.ともかく J 上層の擾乱!また平洋に近づ、 <1こ粧し;¥)断熱大気の

モヂlレ左 lま菅附にかな 1)のち-/J{、いを示してくるわけマある.このような意味

で 3 魂在われわれはひとつの取械に主って:&'1) )またゐnfj/ZØ.λ~ f刊 e.CM-

ぷ尚子に対し鳴るい見通しをやっている.

向付 加アジア地E寸さの史常トラフ

j丈平洋 lまひとつの大註な熱源である.本諦ではその簡単な取り設いをかい

て捗たや.ひとつの倒ビして簡単な故値安駿を試みてみるマ

モヂ lレどして 3 ニ管(Z，を 25"0mbてF与え)ZJを750明 b マ与える)乏デ

}レ-a:薄;t)ωlまZ2 すなわち 500怖 b1.'-与える.予報領域 1まAS= 400 I(mヒ

して p

東西方向 3b x 400 Km (梓子点 I=I，36)

南北方向 20 X 400 K1札 (格子怠 J= 1， 20 ) 

さらに東加方向に lま種乱 lま咋Ac としノ南北の境界 (J=1まが J=20) 

焚 この数値j(~告は加藤(I，lt訴を)の協力 I::: J;-って'ffなわれたものl'ある

く21)
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~は風建の甫北成分 V" Iま 11" =0 とする.糸丈にのぺる繋制球 T=O で基本嘩

"号

ド 2omh
， 

として，

( -m.j.脱)

U3 = 10 ~号事 (例/4Ul.)

ただし百=0 J乏が百=Dばそれぞれ南北の塩専を表わす.

またこのー身長場に T=Oの擾乱として，束縛 ψI， 1./1"ヒして

引寸法)Ahtろヂズ ..IUIZ号γ

h 富山(会)M25(←d)/wn.すv
?と(='"し Z与=5帆ムι，L = 4640Km ，S= 400/(0慨

断蕪jミ安に.蘭する線型理論!こよれぽ，この ~Iま普史な来ちある . r~tざレ

玄v~ oc d 

o f、
lJ池

( 8)官官。 >0 
-

d

r

 

J

J

〆

なの~，最初は ?tlt '> 0すたtわち重要熱の北向注輸送Ij?'行なわれる肘F 時商ヒ

ヒもに ljt貨な系なのを 2 北向詮輸珪!主連求減少する.断纂}ζ気足して宮，お

よび Zs の時向 ~1ι を J== /0すなわち領域の中むを東面方向(1 = 1， 36) 1こ
治って追っ 1三ものが第 48間予ある.薗に lまT=O，T=4Sh.， T= fjt" の健~~

示しである.

P 

1 

m. I =1 g 10 15 20 25 <10 35 
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foooo r4'，h¥，f¥  .r-! ‘・、?に'ーー¥ ph，Fー¥ノヘー、ー d 、に
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胃Z
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務4B図 Z， {上図?及rlZ，(下町の崎両脇町断棋大抵J

(30) 
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f ' 

京に海水面を還して大抵中に運Tまれる軍事棋のこ乙を培えてみたじ.を φ値

Ja; ( 10.3)マ述べたように

4S」=Aw (γ's..， To) (12.1) 
d.，す

Aは上起例脅主教""EI Wを角川./l.C， Tを。Cち表わせIず 1000怖 bF普遺 3XJa-3 

F
焼 .，M.♂ぬ'1-1 ("ら L、ヒいわれていえ5.たとえば w=!:iームι ， 1ミーT..

= 10 "c ~す札はや

d{1. 
人!iXHr1地E ぢ加戸'，/1乙c-'dt. n_  ~.'V '~i 

AIま経接的にl立文体 500明 b~男容に近づくような形マ与えら丸ているプ哀

汗(1'15''8)球 日本海における番の純分布材めたが)~ d)後二 p 三の

らによっても太体問 U ょう II唱が求められている.前節 ~Iま，下等~，の対流

不守主から，上智1こ壌結毒事友ぴ顕接ポ与えられ J その分布をも了ある程度先

輩甜J に求めようヒす石方針を述ぺたけれども p 本節ちははじ、めから (12.り

のような棒駿測を仮定するわけち~7aí.

きで J (/2. 1 )のような熱源;を点(1 = 12) J = /0) を*，じに半径え之00

Km ( i. S X 400 K例)の範囲マ与える.その 3告さも， Eド，h'~ 一番大をく b 崩

注J~ いく l之従 L、唱歌曲歌的!こ減少するような分布を与えてみる.このモデ lレ

ちは J 750叫友ず 2.50ゅのニ層しが Zを与えていないので 24与を 500

mbに与えること目する.すなわち若干の耐(10.4)のようにす

dQ 
-ーんす(Hー?色) ・ (12.2) 
d舌

といった形~与える.ただしえはぷえゐA必.e.M マ長= Z， -Z3' Hは500

mbで Ts1こ対応、す.Qものちある. ir:f:Wヒしてケ'50例 bの U すなわち時

半比例するどする・すなわち

! W oc 1心

このよヨな蟻令の説必ゐ~兎の予報式は ( '1. I )より AP= p= 5"00ゅ

ヒして p

普置-w.v五十 S叩 ω+奇努 (凶}

前例4弘の場舎はもちろん営 =qである Fp今何の喝粉告は努は C伊lほ2μ.2幻}

与えら丸る.このようにして宥なわれた教信実駿の僻事を禾レたもの町第併

発 MMAN〈-tymA~(IJet)ヒいった紙付絡調惨枇

(31) 
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申一一丁=0'-

-.-T= +8" 

・4司ー寸=96晶

第49図鶏需のある場舎の Z，(上函j度ぴ Z3(下図〉 (j池

函T:'ある.

第 48函 k比ぺて J 熱?需の後方〈決札に対し〉で下菅のトヲ 7まが上噌の

リッ Yの格選が、いちピるしい. (12.3)よリわかるように，画史した熱海が

あれば、局ムlUaMIま}方的!こ噌久するわけマあるが、J 安擦の大気予 lま放射

によリつり 4きい於行なわれると培え

られる.また ，T=O でトヲフ於事長・

涛の前jJ，寵れ!こ討し)にあるので，

顕熱の北向き輸送水、期特註れる.第

50図i之は，第48圏友び第斗守園}之対す

忍えv-の時期按イ乙1$'示してある.首許

棋大f震に此ベ，相対的 i之久註宮北向，

注の顕蕪輸主主$'行なおれていること;::A. Y 

れ iJ\~. ~池

求に第 49図e'T ==ヲ6時向以上の予報を行なったらどう怠るであ oラか.

喜子 一一一熱j震のある乙き

m2./l.ec2 一一樹熱大気

15'0 -1-

100 + -"〆f 、、¥

50+:::-三ノ 司、『句--.

24 48 可2. 961& 

第 ~O 図 ~V- の崎商事tイ也

ここでよくいわれる〈時向)ヰ噌闇ヒいうものを磐九てみる.まず撮初}之 T

=8 自まマ予報を行ない~ 4.8平増国 (T=O"-T=4B))ワ百平喝商 (T

==O-T=マ日 )J88平唱団(丁=O-T=8a) をモオtぞ才L作ってみる.

その時の .Z/(ユ50悦 t) 及ぴ Zョ〈ワdOmb)の.!f-増図を示したものが婚51闘

である，第51mをみるど ).1週嗣ぐらいで犬体長常飽広蕗農場主主作っている

よう1:'ある.このモデ Iレちl主 5'00.，ゅ の 一徹寵1ま15偶//J.II.C なのち 7er陶てF

90DO km移動することになる.こ九に対し擾乱の法長 lま犬体 4$'00f<1/'l.，また

熱源の太い註は 44001<m.ゆえJ 嶺乱1まひとサイク lレ移動したことになれそ

( 32) 
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の請に作らまt.Q平均婚はある程度匙常場とみなし替.Q'~ 

そのよ 5 な犠1まち之の長常場者持てみると，上下のトラフの差ほ犬鋒I'Øø.~.-. • 
I伽の位相差をもち，熟議の門AX.よリ少し前首!こ下菅トラブ，少し綾官民主

J曹トヲフポあ否 . 1 2.00 符視乞いう大い涯を中緯麓~ 20" .s.tm.a哩!こ泣い積場搭

.' .Q: .ァ yア地区の寛章トヲブを大体説噌しているわけちある背p まr.t-a-とつず

定りない点 1ま，この歌樟実験~I<主主管トヲフの強~ ;iJ\'下層トヲプの強注~':買引

lJ .{"らいマあることである.もう少レ，1::層トヲアtJt'~量〈なって線じい却ザ:。

1tある，亡の欠点志を'産すには波のように数値要援をやれはやょいと思う，べ J マ " 

Cl) :::.管モヂlレ以.1:1亡し"C)熱源を主ヒレて下唇!こ与えるこ巳.

ー (2) 擾乱の波長をかえ， T= 0守宅 ifJ!: ~還な浪をつけ加え q 之と 'r"<J.i r可

本文のしめ〈くりとしてこのよラな襲壊も持ってみたか。?とけ札ピ匂z除以ー

に各わなかったの11t'按愈 ~Iまあ.Q.しかし J この敬櫨襲験の樹モア yア地藍

の覧常トラフ!ごつ'いて，搭-3d:似の意味下の表現はしていお E恵ラ..

主i玉主
長L、期尚の予報についての寧着の培えを)4・匝にわけて書かせてもらi 令た.

書量 lまUめた演は，しめくくりにはひとつぐらい，長い期商の予報倒誓書け

石区鄭嬉していたが、2 その注さぞかなこヒも果たせず) ~書官~I乙恵ラ.しかしみ

主仰いなこビ i之尉寵111 ・門ム今によって ~JUJ;ザ仰劫ゆ穆
l之つやてのよい4士事'iJ('行なわれたことは大議ラれしいこLどをある.

去る 9>1に行なわれた仏eO-UULσ視U;J.;i;匂に出燥されR託来百$人のな

がには 2 日本からの虫鼎着応対し s 百卒の針策棋の軽量のふさいことか p>長

期予報への悲観的感想を述べらオtfととをいた.たレか 1:::I 気象庁の 16'1門守04

1まIBM'70'10 等!こ地ぺ骨掌逮長官 10令の lぐおらいの棋械をあるこιはず r
じが守ある.また長い期向の予報とひラこピになるピ，より馳農の計葬-511
は不可矢のものであることは明らか守ある.

向重量はこれだけをあろラ tf'.今回の層弘主ち述べた大龍ピ事との鴇響を巳。

入れるヒいラ大切な向揮 1= 対して~え，ま声、われわれのな事ィてき~\llの品事

事や理者。ている・またモれ主解決しなや献り，より完全なJ..rnua.;z，a品号e-fo場ー
ω溺 Z宮ιいうものは場えられない零あろう.宰着告書 lまI bntJ..Jt，制併

が叫ω必匂は ~/UM守~ /A'ψCQA.坊z習の重醤な知識を主台ヒしてき~~
ずかれ否ぺきものてFあるピ思ヨし，またゐn手 M 勾.e p也~おz手法鳴特

"E-IまA乙よen..c.e になりつつあるヒ薄えたい.

最犠に.+属にわたって，筆着の藤文をと場載していただひた W グロース・

(34) 
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ぺvター悼の詩集鵠の人々に或輸するヒ主もに』こ乱からもより争くの人前

予報期尚をのぼす向題 I~ 強い期低をもっていた rtきたいと思ラ.

進言百

ー本3:をかいてから，的 3か耳の耳胃液‘たっ 1三J電子動膚藍 Jレーチン・毛ず'

}レ!こは 1 1l 20B(/96~年)から 2 百本海，.k平 3手」二からの A必悦4u，..弘

元e.aIの輸送娘、意えられている.この効果により，宮本付近の害要t)Eの噴き

だし p または撮りぜし哉、非撃に放置きE北て詮 jモ.

この新しい毛デル霊前いて，大体3留守らい先まち予報部、可能ちああこと

も示きれてきた.本支の搭43陣~第46固に禾された保!では手報威i立北雫

-~スケー JL- ではあるが， μゐnZ btd， ~ -k.tdがはいって v
ーなか Iミめ r 下J替の予暫ばあまりよく泣い.同t;'3官予鞍でも，たピい予報或

ぽ..， .~"Y地 1互のせまい能面 .c堤容の瞳子告f車室 lマロゲ 1) .:ニゥグ予報域)%あ

ってもJ.~ 7UUd支がふ伽μlli.-Aωfの扮東主入札る'ととによ

り，かたtリ正しい予報結果を嬉つつある.範囲さえひろげれl<f.lワ沼ぐらい

先の予報はさほどむずかしいものとは薄えられない.本文-c:'1ま述べなかった

ー放射のこ~も蓉えればーーーー.このような意味'C'，本文!まフド構な怠がある念丸

1965c等までめこピ乙恵 L、，あえて「ゲロース・ペヴタ -Jに掃輯七てもら

うこ起にレた (1964拝2月5F1読)

長期予報いついての意見

まえが巷

:協議設は 長期予報元の事霊前増加して制，その椴向上時!こ零れれ

いる.一方，議象技術の基械的尉苑においても運動方護式に基づ〈離か話先

程度の予想図の可能栓 Jt注目されは UめF 石町抵の持味1式短期よりa 長期のt)-曹

に持ってきた威じがする.しかしまだ厨挺向指の鋲階~あり z 実用は ;U-td: q

持束ぬこビであろう.

科撃の発展故障には，現象論歯官民階p 要件論的厳博〈構造を薄える}主-*

賞論的援樺獄、あって，たいていこの従曜を経てやるビいわtt.ている.これは

史成宮丸てしまったものを後守分村す石場令!こは 3 援措~噌嘩になるかも獅

れなじが F 稽展離離においては#常に不胡躍をあり，共存レてし、石の$き艇

であ~.しかし大よ 2を どの段階にきてい窃か 1;2:今後の挺展右磐える婿舎にk
(.3.5 ) 



切 E思わ:J1..;る.長期予報についての柱置は命心部、構造詩的裁婦の中震にあり

党婚は本質論鈎援酵のはじめぐらいのところちはあるまいか，モラであるな

ら ì~t'今わ質問主 lま堤象論』構造論的信tJ告の調査・却挺左藁も訟婁ヒレ p 行なわ

れなければならない佳帯電手lまなかろラか.なお 3 本賓言語か、前ニ拳よリ先l之優

先すおよ汗なこヒは工業載脅などの・場合を憐けはや9 損壊挙の接合!こはあまり

ないよラマす.

令耳、はじめ長期予報の技借・研艶えの和重意亮 J 枇知 p 芳元1f， また長期

予報についての面白いき書p その他本誌の内砦に対する者、晃なピ領突な一文を

お瀬いしましたところ波の方々から原稿をいただくこピができまし?を.今後

も会員の方えに是非併殺橋下さおよラお瀬いします，
/一、

遇、晶

表J ム矧托するのは聞の対象 K1r
期予報によせて えら;fti& .季飾羨勤メヵ:::.7....T.のす

UJ克龍三蹄(京大)

昨与来の翼荷主宍候の孝弘唱によって

長期予報の困難牲が蒲識され 3 安寧

~荷予E に tずさわれるもの巳して柚

の研究手ーマ 1二取組んでいる i:.いっ

て傍観して居られない慌時である.

大奨犬積場の変動島、よびそれに梓

う天気の長期的援動に)朝して今まち

教争〈の荷箆7N'なされてき fヒtf¥，モ

の成果 l;i.まして充分ではない.1署泣

-Z;tま，力学的方法の童用など、結果に

J寺霊のもてるものもあ，Qb¥' "われわ

れの片にはその方法!こよって今蜜ち

に研揮を進め得るような蛍備もない，

大箱壊のさ手静蓑動!ま，その理主j之の

菱鞍の申 J 最も頭砦なものであり p

しかもそれに腐してかなり重蓄なデ

ータ-)JX、応戦鈎磐易1二入手虫来る.

j ーマルな季節暴言動1ま3 その廊事E戒

粟bで長期予報l亡たr=、ち!こ根立つオつけ

ではない訳、 J 犬積壌のI!t勤メカエズア

べ、てtYi'をのまま柚の農場!之あてはま

るとは限らないし J また長期予報~

いう実用的自信)-=対してそのような

厨先はきわめて迂遠なコース1!'~い

うこヒになるかも知れないか長期-

予報のぶつがっている障事物を取り

のぞ、どきっかけ訳、蒐っかりモラ!乙思

えてならない.
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私の希望
書毛藤博英く網走):::...• ，~ 

椅 集 手 か ら 町 制 を 寄 せ て は:，J，
とのこ~てF あったから，ちょうど‘よ

い械会として 3 鮮の親いを述べるこ

とどした，

1.相肉シノプチックスといラ言

葉娘、血て来たのは面合い，半球また

付金誌の主3霊式の~兆を規制する護

請ポ嬉られるま'0，あるいは，それ

を糠って行くために J 北$需主の酒肉

解析を態ピッチ芯進めて行く鰍階ポ

ヲ



遂に到来したこヒ成間違いない事実

をあ~.

ごれr- r立教争くの資料~整君主し p

そしてこなして行くべき令ヒ税減が

， ，)企寧"G'あリ J いδぃzの角度から芳

察を進めるために重要も歩く入用可Fあ

りp しかも J それらの有械的産4撃を
免ラするためにはか前に集めて

bく，Jt零封ある.最近の北海道〉や東

北ー地方の長期予報の稜討会の動向か

M 協 同て も J もはやJ 地方において 2

乏しい資料から J 草枯てF，何かをコ

ザコ 'yと突、っついて捗るよラな時代

1ま過ぎてしまった.

すなわち J 長期予報のセシターを

語突すぺ主主危分な晴械に宣面したこ

主を意味する.ちょうピ今，~象庁

の梢構改輩1$.'問題ヒなっている.こ

の純金l亡，1s分 lご砦慮していただ、き

たい p ピ切r:::願っている次第である.

2.最近 2 太陽活動の差祐の易響

。?注百?::札るようになって来た，そ

れらの中!こは，はなはだ大ぎつ 1-J"1こ3

r 『点数の~ß7'於宣蒋 1こ J 主護来の形

酬明傾向に 蔚保する， ~いう薄え方も
合まれているtt¥')私lまそう r:t思わな

l"¥ • 

たしかに)s..曙活動のえしえきょう

は) r~pc によると 3 アリュ f'J シ匂

ν方面!こ謡選すoeリvジ!こ叢もはっ

きり堤われるこピになっているが 2

殺だそのひとつの証拠ヒして引用し

ている Bodu千七ha.の調べば冬のもの

ちある.冬lまシペリヤの賓圧:&窯魚

教の極大与に普く J 趣Jh与に低〈な

っているポJ 夏lまその反対になって

いる事実もある.また，高橋 3 報告

丙9i;jの調べによる姫周期蓑犯のえい

さきょうの季節葉北から得ても J 冬は

〉ぺ 1)ヤピともにアラスカ，カアゲ

方面の安正ガ¥'J 黒点数の争い時蕗し

要lまアリェヲシセン 2 アラスカ J カ

ナゲ北部位ピ寸F，黒点数の少ない暗

に毎くなることを禾していえ:). 

(37) 

しかし p 一方では p 戒，冬や巷の

~OO 'l'九 b 蕗度介存や地上掠丘 ff桁も

衰の提温を予想す話ために校1Iつ肉

探tJi、あるこヒをみるピ y 主護鼠のifj

3ヤ強さの備栂!立 3 その前の時期の主

要流の帯地強さによって 3 かなりの

程程!こ県制されているものと埠えざ

るを得ない.

結局，~陽活動の強費!こよ IJ ) 大

気嚢鼠の零時喪仙の有事'if-'翼なって来

るために p3段々に変ってゆく時肉情

変化の生じ方1f.'張ってくると培え否

か y あるいは J 護請tの梢冷強注の時

向的基兆の生じ方}ご }s陽活動の変

化のえいきょう iN、あるために J 環試

の季節~.fもが歪められて行くのか 2

その辺のこピはよくわからない邸、 J

零する l之 J このような辛夢更を J 精肉

シノフ。ナ、y クスの解材)::::あたって J

怒れないちい kだ、をたいヒifQ.成、って



一 ー』¥ 堤友のバターン官級てわても且今治肇
E 性白 「 マ£ローしそ干同 l 、

宍 期了平民にヨさをまかけはな れ て い く 虚 キ の 方 前 大 守

柑7I(....燥〈麗兎畠} いのちはない世、ろラか.周期法にし + 

芸家集の予報がはずれで暖冬になっ。 ても茎本的な向題ガ¥'9j¥，、.相禽法雄ー

たιいって p 毎討のように苦痛やo ある擁キを許撃する範囲 l之おいて1え P

ーやかじ半分の向い会わ世~'くるこの 統計鈎方法のうちちは告型的かも指

ごあちある.もヒも乙この暖国1乙お れない肘』一指誌の利岡!こ通告する寺:ー

いて ld:}令まち長期予報!こ対して広 報のためにJま，が~ 1)の詰相撲IJA"'I)を

農作物を様、めヒし，生活護者に大き 要事ある.しかし平場値どいラ非善幸 t

，・くえいきょラしない!ピめ，その商品、 重簡な数与を授ラ以上l主J このよう

の:庫Aきいは，北国lこ比 Jでると全〈向 な語姐闘を望むぺくもない.また爵比三戸

時にならないく‘らい低がっ 1三.ぞれ 桂入守マき者資耕はほとんピ500悦転、山¥
、組w."

哉、今年にがぎって話題になるのも， のヰ喝筒>>""E'あるがや) 000 -m.T 1:::鴎y

ゆっと長期予報l之対すお肉的水、深ま 執している障り J 画鄭白むな展商法tc'
った証拠""Fあ 1)}何向、か壊しいよう ずかしい段階!ご詮ている.ごの際j コ

な，情ないよラな複雑な境苛~ある. 摘の暦lこ目を向けるのも脱皮む証巷 : 

業務法によって幸正義す石長期守報な ヒーして必撃をあろう.叢近内外の~

ら，若無のこと一般の稿用に通告す 献lこ成層圏構祈酔散更j注れるように

恋予報ちなけれ，~'ならないはずちあ なったのは 3 この替に.;1;'l'で要員じ

'る哉、J 一面長期予報!立、農業など実際 たモデル於得られそうな!ざけ iこ』非日

・にはあまリ別用してもらいた〈ない 常lご期特色E札る.しかし怖の替lじっ l 

ピいう意、両も再三向かさ;l'l..ている. いては，資料，水容易!こ整備をきない

そ社 ~Iま何のための繕姦なのか，古 うらみがTある. I~" ぅ大な資料哲撃犠
己子管を戚じたことも何度かある. するかたわらJ 常I-=-.拘理棋を保つ'..，t..:-_

しかしここで長期予報の業務を非難 争離を争犠の方向とし，集中債にら

する気普i立毛頭ない. 滞を棲哩ずることが、望まし~'\ .棋詩

この際予報寺敢に対する台芭批判 的官舎厳 J あるいは偶然に掛具き~;f込

，からは Uめるぺきちある.たどえ，;1:' たような方法に報っている以とは正

類似法Iま今密かな1)の比重ちもって ラま〈予報抗議中したからピいっτ〆

使用されているか、 3 ある時長 Iこおい 嬉しくもないし，はずれたからヒヤ 4

て 500机 bめバターンポ似ているか つて台妻の念も若いてこない.

らEいって 3 今犠の天候も類似する P 荷百本!こまヲいて強いて長期予報 fJt~

ヒいラ経換獄、あるの lきろラか.むし 零求~礼るピす札 l;t"必モ丸 lま冷 l企 9 "， 

ろ遁去において相冥しているどさき はp 莫常事t~車ちあろ.-:; .翼冬J 接会長

08) 

3 

~ . 
-

，(;: 

l¥ 
f 戸

す



需~ .!:f ¥ぎつとい。た儒主主の大きな葉

書Rd)，寺兼世けが l世零ちある.儒達申?

犬さければ、大量やほピJ バターンの

特徴もはっきりして予報娘、し〉やすい

よラに思える.しかし堤阜の寺厳守

予報するかぎり J 実擦には竿滑'eれ

た予報しか得られない.ヒすれぽ利

用.Jこ通告しない予報しか叡せないの

~~状ちあ~.大きな偏差を生台、す

方法こそ，精産向上への主主道かもし

九ない.

長期予報雑感
根立J穿晴く広島)

地芳にいても鶏切に風ず石予報照

会の回答では 2 何時ころから南武ど

のくらひ降るかヒか 1 00芳面広告

〈のr:til'f天気1まどろかヒ νった定量

紺な予測冷属地天長官の予知などは J

たしか lご困難なものちす.しかし叢

，並の向い告わせに可減リ田教が争く

なり，また直接農業，友重量等!之商童

註せた糞剣な長期予報の藤会 d:更け

るにつ L、て J つくづ、く戚ずるこ主 lまs

叫 リ燃のよい長期 乎 抑 制 な い -

かというこヒ寄す.予報官建中S集

まって担当着から種々の予癒資料~

i震王手・され，ミEて討論!こなると J ど、汎

としてはっ詮り言って決め手のない

揺況~は p ヒ詮にl立栢頁する結果も

ちて〈否のe'1蛤恕的に平者遺!こ近い

予想捧莱になってしまうし，また極

日鵡な襲撃事$酎結束がでてもそれを

設がなか4乗用ちをEない.何故かど言

(39) 

完成:-Pに1寄って藤換封建弱マあ

若からざある.あたるはずれは別に

しても，いくらかちも敢1曹的lこ説噴

ききるヒか，あるいは場の覚書年1往の

主権:lft、めいリょうちあれば、商期法怠

り進跡法の結論!こ吉信 ilt'持てるし 2

~勤於普貫主宅あるとわかれJt'相撫法

の持栗lまものを言ってくるちしよう.

しかレ基本場の寺姪はすべての予報

"F最大事~あるにもかかわらずよ〈

ねからない.

このよラな魂誌にあって』援~域

管麗乙対流圏ヒの梧亙千帯の向種事、

らp 応義官台規期嵯の~ぃ戒管菌の詰

議集から対流麗あるいは地上で、の誉

蹄境』震の前駆卸百をさを得ることの可

否/J¥'訴しいぷ叫どして浮んでくる

のではないちしょラか.掌1句には晴、

めから敬主むを作って壊家をあてはめ

て裳駿したしかめる苛法もあります

鋭、，大表現象のような複雑怪奇広場

の中にあっては，まず、 fμ 古を易っ

け r=、 r とど~大切苓あろラかと恵い

ます，すなわら争教側に基づ、く事犠

的な天気予報のための巨.街~

-fac;t を~ st'すこヒもす.もちろん

哩論的な主主iE1二もヒづいて純粋な専

向上から一挙一歩太積壌の解暗に向

かラこ ζ 於長期予報学の華字への霊

零な行きまI~あるこヒは 1肯遣いあり

ません.しかしモのよラな選大な官

途を持って進む一方，平行して長鄭

予報を}留も寧く茜ぃ稽震~当てよ

うという.iL唱がらすればF いくぶん



部護かも如才1..;;ませんがs さしあたっ

て崎榎鈎!こ説明でき往くてもまず予

戟渇-o-lを亮つけ石こヒ 1ざと溶いま

す.掌}抱負台裏づ、けはあピからゆっく

り意元るどいラキり芳もあってよい

で、しょラ.

両替酉の向題については J 北米で

の温暖地場震発事5以来特にはなbやか

に‘東 1)掲げられは Cめ，対流圏との

相互子持については世界各菌ーさ、かな

り論ぜられて l、ますが J 景近これな

どについて総括された長期予報技術

討論会誌、(昭面 38専 II JJ j気象

府慌街・気，隼庁予報主~ .イ血台管~無

意台)1ま今後の進むぺ詮方途 1之久い

に員事薄ピなるものが、あろろか乞思い

ます.

筆着もヤ教皇子前から成管圏の向題

lこ央味を詩ちなiJ.."ら今宮}二歪るまち

いまだに誕言語鈎提唱の段幡に亙って

いなりこビ lまお恥、ずかしい次第ちす

B人喪期予報の進む一つの:'If向ヒし

て，下層の基本財な喝を支配しま 1を

零華鈎誰場の前駆として魂われ石よ

うな威稽閣の語堤象に注宿す吋きて?

1まない τFしょラか.

その一例乞して，華着は都精菌群

商う~時主の敵唇麗を指示する柁意地

美~~きえられる門ωuω1ルμdち

の 181側奇襲の嵐官』冬季向の官制四

~替から 4ß 下骨~吉宮下匂の

向1之 εωゐ吻!こ転帯し) 1 0商

'rv 1 -1 克初旬ま~続くこ X を見つけ

をさら!こ之札らを地上現象1ご対島ミEぜ

(40) 

るヒ誌の転帯は l布、買畿の梅雨壇象

虫現!こ告致しているこ単車でわか IJま

した.側かいこ kl主者婚しますが a

この謹の戎象も-td包しで I'OO~ 

とまちはいかなくてもかなリ争くの

倒からめいり'よ iうに認められおこど

ちすから fこのような前騨耐百撃を・

探求す透こヒも長期守報端貴重向上lミ

は大いに鷲義ある乙ヒヒ思います.

このような方法は，ちょうど北海1-=，__， r吋

浮かぴただよう氷山のー需を亮っηJゅ

て p 海中にある大諦分の米施の存義

を言革め石のと周 Uこヒ1:-， .r-境管箇~

のわずかな要構堤集中変動もある場

dちには大きな対東軍内の檎署特('At動

の，fitiJ E.なるものをはないマし kラ

か.もちあん氷山の』角前佐美主主も

にふさや一穂本ある乙t:.もあるかも

知れません.

また成菅薗の潤場堀E栓につ Lい、ては

吠恩のE疫長望場脅lに=商韮して)， i色緯..につー

いて求められた争くのがd於あり

ます・すなわち，阿cC忍Mィザ(I竹り

の画風ヒ索鼠の~府す苓語注'/Jt.'下デヘ 〆(

ヘ移動す志の"'E-史事産マはほぼ'1:'" ，. 
年ごヒ !ζ棒状E誌が、進転す Q ヒ昔、 I J~ 

K; AヂサeR.eな .(Jデ62) の 50mb

R浮地帯状嵐1之ω勾iUm. ， I.d4偽d~

z年周期J Wo.k泡 I:.damJ. ~ 1年周

期ポ認められるヒガ、J 意た R.C:託 :'s 

W抑~ 色な.(1'16.2，.) 11¥'ωωぉn.

r.J.onu:Lマ /2か耳移動平喝の蔵の

案骨戒分に 23"̂ 2.ctか百周期のあ

るこビを鬼っけ J 50仇 bち 0・.'13



lのぬpω制 la.均九をもっ 26か

耳の皐越周期を求めています.また

'R. J ~R -e.ed. ete.. (1 1(62 )もら何Dm

;IJazanZ443 Nμ~ ， /(:併t;rjaJ S~

~で 2b か毘間期の寛平喝帯状

積載を l<t，..， BO f<:例管内で/00，.... 10 

例 bの各層での克平喝棒状東成令に

20 '" 25"か耳周期栓を晃いだして

iいます.このよラな故争くのめいリ

:主ラ '1J'.成層商ちの周期牲をさらに地

協の械は 必主 辻て調べることに

よ勺でも長期予報の耐上は計られゐ

ちしよう.

/ O"~手 I gの也く遅々比して進履

していない長期予報の魂孤(裏書争

謝)""E I丸極論して対寵薗のような

じよう乱守栓告の争ぃ層内ちの担肉

誌・周期法・類似法等老頭から除去

して p 大荒模な陸地ピ海洋ヒいった

蕪冷源的えいきょうどみられるよう

な波数のJれきい特徴鈎段波の蒋桂す

る成層圏借墳をさEらlζ解材して，初

あ忍い iま頁単位の頭指y住者求めるヒ

，fさらに蒋来減唇薗天探関前整備

強注れ革に持って類似法を用いる

とか 3 訴しい分野1こ遣もこと前官ら

向か乱る、長期予報の令穫のあゆまね

l~~ょ 8 ない遭 ~Iまないちし.tラか.

，-.-

長期予報への一堤言
山本主夫(大阪E

グロース・ぺヴターに寄稿する£

5 a>'語いを費けまし?とが 私!まどま柔

らかといえ lずJ寝壊滅~ 初期櫨で長

期にわたる紫象或象iJ¥'託躍されるヒ

!ま今の舛奪えていないの et 自の

気象撃事か£たどえ lぎ4nの畏家事F

来を相陶株駄にして 0.7"-'of9程j襲

の統計的]j誌で予報するといラやリ

}f にどうしても同調)}!来な Qのです

炉切M9μ悦劫花町あってその

作用水強くなっ托暗に@仰叫があ

らわ机るの 1ざといラ肴弘首!こも~ぜ

ひて長期予報のが忍dA11.ι をつくって

いるような茨第です 漢水予報の場

骨の 伽ie匂ぬヴ伺fVIt.のよラな

ものを柑出して 1fたい

長期予報の将来計画

につじての一つの意見
根本l贋事{気接Jf.)

長期予報の者来の括原のために，

大民大循環の本腰荷な謹鰐の組事怠

こヒlまいラまマもない.しかし予報

ピいう莫体曲者対象をとらえた実践活

動を薄えた楊令1::::)これは日つの措

零条件であっても，決して十分条件

ちないと ιを強調したい，

ふつラ予報の経展のためにはまず

解析センターの強品ヒいラこιiJ{嘗

われるがJ 解析し R締栗iま予報す忍

(41 ) 



設おの恒国，ゅの争議拾いし遊謀略島会 議。器包しての櫛拘す〈鹿議事V免29JJ
でみァ予報'tのもの 15陰謀じてないの インターン・コーえのよラ穫も認急車

で484話。ー予報といヨのは『つの理想 これþt或~の犬'lt におけ魯解績を轍 j

的哲之デル~求め?とり，既成のカず ぬとt.1之再放脅とまゆ払〈ち習をき主主;

~グ u ・四にr あ Tごは b て境離を解標す~ ヒ I~ ひうま唱も I忽や. ;;'1争意鴻'R与噂ζ

こ弘乙 1立本賓館!こち晶、った ζι なの ようなことを集権するこι体p 議費三

であ。て).そこで撃紫きれる乙ピ l主 幹いないから怒可能育子高~.w ξ 三" ω: 

青少くの帯笹する結果を総令し』その B.認，fI:の君事掌!こ対して十暴言鮮寵て e

J 場体，モの時の#悲の我態在ユかう ζ 一域活をもって対旋する和め，湾局)悟 A J i 
、 Eな1>1:'~~，'.決して解析なり， φ 球場象者ま ιめp 嘆糊援会事実今 ~ 

殺な 9レた結栗から，歯動的に成て は』草に焚馨の苗の寺和島守沼郡丸.i~'ゆ
くるもの寄!まないのE をあって J 之れ 託象モの殺のから十分解林事著書tJ..;.三 τj 

lま重野の診樹l~';F帯 1こよく似た舞富町 このよラな宥料を富壊し℃ゆベ灘F定 一一 i

~品。，その謡展は.に認識の握手の ならずにその締費もを?とえず公悲し)，

三 績からの車軽犯だけにつきるものきは 失還の討議ドゆが捻る械会をつ〈寄;

ない.モの点も薄j意した格展の色め こヒ.あ〈までも 3 もる台買t)毛tahJ' 

の接4~策記して，侠来 Ig 乙んピ言わ 要常損教 3 吃の態波の砦珠4生E二つれ一

れでb、ない予報4乙ンターの桜並J 強 ての調査.これ前一誠抱モデル毒薬i

a与を主張したい.このセンターで実 める研事id'l!乙域全〈ちかう・もの容1>義

施すぺ巻内嬉iま次の通りである 4.予報のはずれた場舎にりい禿♂

1. 逝去において得られ t奪繋帆 徹底的に反省し，ニ農ピ筒 Uあ晦ま:一、

譲論常華礎を，ある直樹l之4きった予 リ盈しないよるにす者ため@ぞ接種ー

轍1ζ犠ヨために> ltラ総争犯するか， 会のひんぱん電肉催‘尊 u賓の韓嵩，

歩くめ醇杭締濃から予報 i之怯容な事 ゐで lま金〈不充分なこ弘J.t¥r"事事計〉
突をどラ謹択してゆくがを芳える p 壱ない~-:

いわlf守報司をのものについて滞えて S. 予報の方法は対裁の崎境事援でゐ

ゆく町都内 この都内をたど主 Iel"符鞍 峡して進められなくて l意怠らぬ ~'K'"

常i乙持ってゆくというようなこ~ ht はいヨまちもない1$'J 兼聴官響力喪 ' 

襲われるポjこ札結婁醗の主繕から 可ききる 1ざttr.r <するためには数躍議 1

ま¥ったくナンセ.シス守ある.台分可F 掛鞠内の脅長官部!練ポ』隆容マある.二

やるこ乙の本質を倉?t1t脅えなくて の都内守 1立，ま托予報の謡事掛衷tt.¥

i士電らないのはさま然1ずるラ. ついての冠ピんピ朱繭拓な骨欝-羽赫

仏英勝愉体撃を襲撃にするため 発令十ニ ~I::' 行なわ棺くては・註ら1:， ' 

!こ，争くの予報涯の言明様，義戒，討 い't"あろラ
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守、

:':':.:成層置と対流圏との関連iごついて

(理論的研究の現段階:概報)

相原正 彦

議近になって，予報掬向 Ji' 延長す忍こと~、尚題ヒなるにつれて 3 佳 J草場\::

商患のあ e 長 ~I 超長波の税割り'JJi註官主れてをている.そ丸ら bγ 地官~~著書

接合帯 1て梓う海銀糠により大~<支配されているこヒはこれまë:'に知ら紅毛:

ヤー窃とごろちあり J 超長球主成帝国JIlの運輸ヒの寓棟も造ひ違い，l!}fらか Fζ

4 きれできてやる.ところ-e-， ζ fI..まちの斑期向の予報!主主ヒして時現菌脅か

エ!大、規模鑑襲に限定されて J 成管冨のえいをょうは遥常者j量きれていなL¥ こ

会t陣F貧層菌内の重量動はその程度 tx'ふさいため，まず対斑圏内の運輸に}まえや

巷ょうを友iずすまいヒ p う芳えによっていた.たどえ)j:'"，儒l!fr寵拘の域諸U
£ラ払の謡選!誠意更を註める基準在京める際 3 安際!て 1立構面嵐は菌幕面抗上tき

ぽ適急進左減少~せてい石ffi.'，これを無視して大矢の.1:.まちー識に風速新塔.， 

しでいるとしてきト草しても結果には犬是はない.これは CAωωqいcf4-'tJ. ..;詳

1ft'まず計隼ち jミしかめた・吃の後 2 幾人かの人により J 実際l之積前E皇賞陸軍手;品 P言

語以上司F減少している事長子役巴 1)入札て対誕圏内の波動 Cょラ誌の客足農基町、

準計求められた.せのヨちの l人 P 合ぬく J't切によれぽ3 初期の雑草 L略

奪ポJ 成替・患の存在を芳臆するごとにより境分おさえられ』定性的な蕊!之 iま ・事?謡'

A いきまうしなひというこヒであった.一方甚月番組潤資格の蓄積ピ J モれら

の停訴を還して戒管圏内の運輸がだんだんど晴らかにされてきた.ぞれに£

札ぽ'~~手北半戒のMt.A開の 2õ 例.b ) 日付面方は北雄主 1)冷州車寄っ?と

ころに中むをもづ揖品与是正 zせれを耳元 1)巻いて流れる浪数 I， ;乙種展のき

わめて簡単なバターシで代表される.復ト於進むlてつれていわゆる) ~畠夜 ÿòヨE

匁トポ形民，爵達し対訳圏のそれと同様にメアンダ.，....~また αd ザ4いなぜ

Y ぷ。現象在室する .4患の終わりから春のは Uめにかけていわゆる J 持焦巌拠@

護教とともに基のバ.ターンの特徴ちある植を取 9悉く筒華な循環は骨誕してp

参教の JJ，さい精在静貧する.裏ぽ極語気涯を取 1)急く構単な Jぞダ}ンマ表お

され，冬の場舎よりも惑を兆8ゃなく 3 員帯的に4奇続する.央銀様相や君主J霞ダエ

ー 沙トの破寝などについてはくわしい解柑請でいくつかなされp 特 lご畢泣各港工

~lレギーの控まについて定量鈎議論討さ札るよラになっ!と.一敏誕の運動工

ネルギーが、今壷1之端滅し，当とれがじょう乱の運動ヱ永 lレザーやポ?ンラヲル・

(43) 



、，

ヱネ lレザーの栃ちまわれてこなやため 2 これらのエネ iレザ~ポ1どのよ奇fd:f時l

守票タト!こ Bまたか J 特に垂直方向の工ネ!レザー輸送なピ J$.'、注目~れてきた. J貧

層障のえいをFょラはそれ震対抗圏内の蓮勤!こlま友lずないらしいこどは想犠i:

れていたが、3 当をの主主についてはどラ苓あろうか.溝汐枠用や J 対寵圏内の内

部主主7・猿はその運輸て£ネ lレザ -li量を減>Y~ tI::なお?ら主方lこーヱネ lレギ一色拡

える. Hみ国{)，(191，0)の示すところによるヒ J 竜降署内の摂滞債!之龍、められ，

る不規劇性の~くは対南圏内の円替差対戒により嘗t.P.Uマ詮るヒいう.持 i立趣

陣替の諮麗ちは起浦力以外|て波を署生させる明白な棋構1まなじ前.)これは梯

勧数政働いため p 対首E圏め大き L、主 3トlレ宇一 1こ起菌して波)1¥"起る之ピを示唆

レr:.:~ Urv悦作及ぴ Dル&す仇1ま，請に述ぺ?をように下都減帯圏の麗輸は趨 ι /吋

長波程度のスケ一 }v~ 15.eことかbJ 対流圏のプラ不利ーまどの向達成J 明

冒した.特1::)対抗菌内のプラキタザ}波法大賓の運動てにう子!レギーの大をきな

部分をもつからをおる.しかレ 3 諸壊の状記から稚して J このスケールちは

そ札程 J エネ Iレギーを上方に伝播するまい ~1脅えられる.~れ lま J もし対寵

盛下帯の運動工手 lレギー・〈涯最1ま 103 en.手 cmt-s程度 )hi"強んど減額役ずに

上方 iこ棺婚し』場，~藤等によってたとえ l;ì~ /00 K似の揺さち熱!こ按殺した左す

れlず)'~蔑 lま /0- (， 程薫になってじるので J 境濯を紺 !OO， OO() ・κ 上げるこ

ヒ l~ な忍.このよラな濫長 ~I立文景の久部分 l立地球の重力をふリをうて逃げ

てしまう.地球犬畏 iこ長時~みられるようにコロナの如涯現象が起ら泣い事

実から J 大規模運動のエネ lレザーは下層に止まろて p 上層1三 i立雄んピ伝揖レ

ないことが、推測される.主主の向題J すなわち上層から下晴えの工手 lレギ一極

鳴については，ずヲネタリース庁一 jレの運輸をはあまり調ぺjたものはない.

数値亨教の初期に悦.tVl/n.作(I作 r)1ま会宣首向のヱネ lレザー選手建屋を求め

て z 申樟食~葺犬鮒 5K僻/a ちあ者ことを見官えした.大山( 1'1 sg )はこれを r
欝止大気中のバ lレスの垂宣伝播!こ拡張レて，太鳴礎教と夫妻そについての童捧叫 沌

商標について否定的結論を得ている.~虫等の踊抵は』滞*来の存桂について

は薄慮せず，欝11:x.夢去について得られた令のちある .ω~ 1cぴ、初句ふz

iましかしな1J¥'ら一般東の4量産構造針下層ヱキ lレザーの上層えの伝播1之対mして

設定簡をあることを示してい石 e 京lご僕等の請支1こ執って一事故輸を述ぺ，モ

れを各号皆ゴ乙の演料!こ基イいて大矢に通用し，工事 lレギーの透過年中宅'の

太体の号室，戒層圏内の霊動と対夜圏内めモれとの商遣について謡友す~.な

お J との昔話~首長いもので 3 モの怠夢更な訳文}ま校長博士によりなき三れ J 守で

!こ地諸物護学女献抄 10港 0，6号 lて掲載混れているのマ J 一離を診すすめ a

する，ごこちは議論の細かや歳は割~しフミきな筋造 Ìi. たどり J 緯毒Eι主な結
(44) 



言語盤調婦員まについて脅克てみたいヒ恵ラ.

対象どする蓮勤latJ ずヲネタリ - .スケー 1レマ晴商前量動!ま地域の商転荷

鄭よ， ，，)も文~いま動 Cょラ誌に官民る.このようなスケールの護動ちは，'0'ズ

ピー教

Ro = U/工15

VE s lま特表働鼠輩 1ゑ~水平スケー Jレ， n は地毒装の角速度" R。は:()./ま jミー

政当Eれ紋下となり，嵐には草地借風並似，霊童方自には欝カヰのヨえでおき:♂

え香之ヒポ君主る.断擦をイ品を仮定す否弘 3 このような涯勤 lまうず露支，:.:，:.~t ::i."t..こ

まポ熱力学方程式によって表わ迄れ }x)If) z.属探}震では徹J)、壊なよ活必し

で

長(百十f)=1券会(刷

会ムθ十W"":{jもムte = 0 

.(1) 

きは桔対うず農の全車甫分，.WI主要壷室長Jθ は誌壮 p そして~=会十\'J -v

エ"jJ{元個別漢尊子であ~-パーは水平平淘を買えす，さて J 上の式からプヲネ

タ11-.スケー lレのじよラ乱を支配する式を普く -m'}を札には棋勤法伝商い

.1hr. Dt =必'1e (Z) 十 ~A(%)

部写 01ま基本場の憂きあることを示す.溝麗風の南保から J 一蝋寵の皇室>-ャ

-lま詩ミEのみの商教で

dUo 穿
一一一=一手A<幻d.'$. :f 

4ri札ら ρ曹をも ιにして P

ヒ漢の通りになる.

仁けより流線量敬司jrを導入して摂動方程式毛主導く

t (会+Uo会)v~ψ+β3Z 吋(会ーす)w-
(2) 

.[ (会+u品)若-it努+イfaME  。
ただし)w=段門ψp 言=v2.ψ3オ=一会kl) N2= a会ん否.

N~は号F集成磨下1t'E'鼠体粒手安全車方向 1之掠想稜4主主主せたヒ t皇官t l:t による寝菰

カで起る振動数寄売す. H Iまヌケー}レ蕗農~，
(4~) 

， 



r
，

砂

場
事

'

で?己分近株主才~Q-.謹号車壷~ .， 

L~~ ムよ 2工 ~J 寄
H-.=-' RT .，..丁錨得隠丁

また浮舟館長は者数動数，戸〈玄3=F(OJffiF
に ついて

(¥jr， W ， v) := (XCZJ， W('b)， νO?，) ) e iCk1t叫 γct> f3Jず

の被?を反廷して J 注らにロ〉よ 1)2uを精去すると，ヰ襲警bの鼠の蘭地成分の金

賞々布 V(Z)往生‘める撒分台瑳宣言を得る.

正:(託会一判長[(Ua-c)jf-32zv]j-(ぜぱ)(u.-c-ω=0 ，(4:) 

日子会r ロスピー竣F 

また方種式 (2)I二対する工ネ iレギ一首藤式電Eあ1'1".9と

法f[打ぱ+v-2.)十好手(苦Y)r1.て

Z"'Za 
F.".-，.，-dUo ._ . ("=7-__dψctuo ，_ r I "" ， ::r-::"'τ1  

=-Jluv-をす4で+P1ZV5EZEt-l仰向必J- . (5) 
2:=2:， 

ヒなり p 右謹慎3項はー[J荷d.s] けにも事It9. これ1:工系 1レザー; ι 

ず薄え石体積内l之来れ込む翻舎を永す.今穫の議論のも ιlこなるのはく4)j窓

である前J これを本債をわか 1);やすくするために慌のよう持費帯する，

d SiAaaロ
tlZ:L T rc. W 

(g) =0  

た1語、レ a

hJ予V h議斗A
J
一山一{呼&)W十F£j手j4d{会一品(手掛}

tマl'
Jt..-.， 

ニヰ十1fst0
d~ 】

または

;2;H.， ~寵 Z ， V:; 2Ho九
=れ 1立法論説集の向買で鹿祈ヨド似~)が、君愛弘する乙きの}淑元波動伝婚のま智

E両1，;"帯武司かおる. .f <知られているよラ!こ，〆く O司y.f.ま 81まgについて指

敬撤敬帝どな 1)) ♂)0のところちは三角画数都足なる.靖治'Ti'rj (3) J:' lJ'， 

(46) 



i
t
a
b
-

l が45k3FEAEL号也氏E識織法督当E容によ?で嘆絞る留守，波面成"t.理事置は嚢 i
;輩謡選討対向略泌主苛面 lご平宥な二求元法輪注なる.犠浩司~t.t波書量ポ様婚し J

て.~."向主下に z ネルーf 一億帯の語婚をE れる三求元波勘どな."ð.横着 4ずく()) i 
会審車需向|之悦trde.をもたずー棋に輸くの下外都.，犠J昏は考くの慨9棋をどi 

ちち得る事f，乙礼者向部法 zおいう.経.ってピのよ 5なyi童足1$彊最〈また i

球温草〉令帯のヒききに甜荷なるスケー 1レの波に対して、戸~J:.ヒなるか邑~"

号線作向題@憲議訴しぽられる.簡単な欄どしてー賀直遭わ等温大捷にお按!

毒仰の 解 を 求 めて J 吃 れ に よ っ て ま ネげ一生宣伝脚 Cのよラ愈スト;

ゅの波-e:.起るかをみて掠ょう. (4)式はこの土器令

ぷ!.'-.t.. dV -./3.位〈l.io- U(-CLV喧ひ
胸 6'E/ H d'Z fo:" Uc.(u，-c) 
ι~ .u'" H， ，tlま史教である.解!ま磐居に求のよラに与えられる.

v = (Ae'叫十 se-in:a)e会

かーか一長f(也2+1'") -uol!.c } 

cぽ英教の巴き内部事をく'}7.2> 0) の~特は

θ<. Uo-c < t1c 、z (8) 

また) ( lll1時 e)ー<0または(Uo -C ) > u.cなら 11"外部波足立る.

口・.
U与吉 JF・.....， ‘ ・(1") 

~'+ß....+ 言偏T

pγ~(平)JH 守あり百与は献にあまり商標注ぽ教のみで定まる，法

相敬の 11、注ひ帯主，すなわち s 波長の長い波書f工ネ lレ宇ーの上方伝梧に布知1:&

二週こビtK'~ C.B) J (り.tリ容易に誰測をE れる .CÁω倒~及 vt DJt件ゐz陪こ

のほか l之 (4) の一敏統治{'-;tのシ守ーをもっ場告や，藍蔑求書寄~の指教画教

の帯告示なピひくつかの特殊倒について厳態解友t$漸近博を求めノ吃れらの場

舎をも内部哉の条4半球史牲鈎にく8)の静式"tf-与えられるこ乙伝示している.

またp 大援を一員~ø シャーをもっ対米薗 z 風車一員の成層面巳ひラ情撃な二

漕1:: 薄えて，波長 /0 4.腕 J 地寂~の強制上昇講~ 'WO = o. 2 CMルc'l-して

主管区松婚す疹エネ 1レギ戸滅京}毒殺4~ '1fl.-a /J.t.c-I 濯農であるご乙を露

臨している.ご札は対米麗内の摩嫌暦寸§絹費ミ丘れ忍運動ヱネ lレギーに匹掠す

尋.
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攻いち)7・ヲホタリーま雑患の罪閣について避ぺF 海陸骨持守地帯l之占.a.

定常簡強制 Uょう誌と J 筑体内舗の恨正木接買 lこよる E ょう蓄úl~ つ p て調べ

ている.犠靖 lま，これま~の棲史展望識の解か õbト椅浪であるこ乙を締祷~

それ以犠 1ま長濃の強制定帯 Uょヨ弘(c=ユ0) に議稿者tJl医している均読tr.

f主脅pょう乱に限られると J タfの提唱式よりわかるように一般浪速 Uolt. 

~湿麗令布からどの波長 1之討してゾa が、まとなるかを調べる之どは J 英博賓

.料を用い数櫨酌 i之比較歯容易!之求められる.げ』式~免 2 引γι， ， .R，=ち七

ヒして乙=今'， 000K悦， 0'= 10，000 K偽ピヒミL 等温大気に対する N2.=4

)c. 10-14 h.eC-2 の債を痕定すると，院は 3a偽勾c よりふとな~.地球の

簡年を~えても，この債にきEわりはない.ま T;;;) (8)で c=o のため偏東

蹄 でi立時!レギーの上芳棒替は掲侍されず2 構画風特ちも風速ポ恥辱l之Jfci
lま(9)の不等式訳、満?と注れぬこ包が磐潜にわかる.

桂て，仏胡僻智京~D..JZ&戸~ 1ま賓料ιして門叫がお句d. (1守'57)，

K∞~ぷ (1 '1 5'5)， SaJ.:il初も (I守60)警の限られた期尚及ポ地華誌にね

たる解析を向いて p 国寺についての〆を事也した.

第1-3固から容易にわかるよラに 1 70ラキタ事ーまによるエネ 1レギーのー

上芳伝播l主橋西恵の強い与にはないこピポわかる.すなわち J 成層圏内の書記

S'a 

'TOト 可、、』 4 ~. 」マo

60 

向 :w:./
、

J 、ご¥ ~5Ð l J F 、
J 4必fII1I'Ui屯、 '"弘、J

E叫

/，.〆，
30 
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10 

o 
~xlþ-4 

'/1シ
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J一一/

4以込ー

輸霊勤め草越す弓本若手には p 金と下層からのまネ Jレギ一夜λl本期薄暗注抗ず，

上替のま量輸のエネ lレザー漁については説鴫注札な p ままに事者されて¥."'.:a.コニ
ネ ftノぞーの荷t入凶暴または釈の短い期間~なけれぽならない.

iまUめlこ簡単にふれたよラに会牟の蕗構良地方の上場 i二iま樟えS;"':x:.'')トボ

苦手成きれ世主主す δ. これは加熱の劫来な r の鰭えられないよろな時期 i~ 起こ，

L 雑草につれて小注 fl じよう壱しを作答.比特鈎雪t~t の Jかない'戒管圏内の主義

勤てF冬の終わリ噴|之起こる襲然蟻他冷 J ゑのバターンの誠壌は背1角的な遮訟

の故j之何等かの液体力学泊不安主!こ起因するのではないかビ脅えられた.

門以t.也呼(1%0) はこれを緯夜シ、エヅトに梓う傾正不普~乙薄克て首草し?と

古で2 容は署員傭であった.迄らに， 2!3' mb面ちのシ、エットめ分布 i之対して換へノ'v--吋

圧不製足牲を調べ) 1<匂ゐ今Aの奪味の l浩容軟件を持たしているこヒを毘L、J 斗

rして J 7K牢シセーの重嬰牲を禾唆した.とれば ClWWfl.V.J-S為M ヰ(J宇62:.)

によリ T?th初叫R. P;Cの場令|て通用さEれ J 一報鼠ガで永平金量方向 1こシ対ー

をもっと迭の一般A己注れ~ 1ミα?をι勾4えの希件 ιいう=m守護準於求められ宇陀

瀧長グエットの威療に累たして蒋持""0あるかどラか y ま7ざ権良債をないよう

である.成層圏内の豊勤の議担l主語層賓料の審議ヒヒも}之鴫らかにされて巻

ているが』吃れに対する満足な物霊的説明 l立与えられていないよろに思われ

る.今強!之争くの 1句薄氷手書送札ているようマある.

事務局よりお知らせ : 
昭和 3タ辱 2l'a， 14日現在の金漬鞍lま2S31rで} 2.巷の総頁鞍 210真;

くやらいまで印刷できるよろに需産してきまし?と.特に印硝費 J 用紙等lこ j

jついては格別の配樟をいたr注 3 ま作審議のこ精力!こよ 1)下読の会計の"戸

i枠内で・活動してきまし R. 「 見

l!ま À( ワデ'~870 )一主出く 67，280)= 1215ヲO'R

今犠本説、の締集についても皆様に親しまれるよラに商容を黄く V) 皆;

:様のお筏 l之主つよラ r 貫教も著しく難行函数も増し )J 寄稿着!こ注きちゃ;

かなお誌がで巻るようにしたいなどの鷺兎が忠言れでひます.レかし-

j芳，印硝債等の値上b'¥リも蒐込まれ，主主普!ま訟なり普し.くなりますのち)

;会普未納の方はどうかお忘れなくご橋克下注いますようまf癒いします.

{50) 



大気の平均状態の祈苑

CA D.ぷp附此 Stli.dAJ'Of劫 εドl似 1. St:a1Jl ~チ地 A勤ゆIr.èw!.. ) 

防 mγSai句制御1. I1/'fI，d門.S伽/w.;?， 1ミω

ず J~ tJ話局~ .AZfmu;ψ仰なふ Sぬ似白・ VdP...20，S咋t'J

1963， pp. 438-44マ

要約

μ也叫匂i. vtyuu:.ii:ij匂以ぬnの各項の太きさを，北半去最の 111ヒワ

寓の η~天気函-ct動車し r=.. 45・N1ご沿う討車からz非対称なりょラ誌

協対する金炉例~を求めた・平均の南北戒と胞の 30 ， “お
よび60・Mに沿ラ断面図ど J 九グ切nぷιなきE民震の E安の半味的分布を示した.

1.託寺

会F-単位噴量あたりの伝導kA手様による知熱の副令

~R = JJ J} 輔射 。
会= /1 JJ 凝結 。

「 = (会長一恭)
=1  

(安定度の百安〉

K 

M 

1/ 

(寸=τ1τ( ) dt (時向平均)T I立時向商時)

t= ( )一( ) 〈時間平均からの偏差:方凶mゐ必'J11;) 

'-'i ( )0 =合.[27C(ーづd入 〈時南平均量の ~d な平均〉

( )， = ("づー( )0 (時向苧喝壷のま~な平均からの備差〉

(他の誌号1ま慣例に従っているので略した.) 

2. まえ就き

大境中り事衰の長期間の平均台甘令布を支配する向ゐnお d ジ 同 点ω9
匂似均九は次のように審lする(SQj，今悦側 /962，t.1ワ8，Eg.. J2 

券Jllf): 

¥V. V苦情手十f~ド(府・ VT)ーヲ誇 -t IK.Vw 'X号 =F (1) 

(5'1) 



えぐ。 、

ここマー

FZ[fdk(RQ)吋訪す(宏一へマ勺]
まk

Qド叫=[巧
x=吋吋=イ=[xド苛子叫一ぺ(蒜文+づ:25r匂 1...11.'V:'場 U'cuJ]

. -'-.21' 

与ニ

， -

y=[ヲー伝説長十221為十号!!1.L'2+会FF〉l， 1fJjfJJ 
この式池田F均華に掬して対称な場〈すなわぢ伊?1.4lな平均) .~~F-対藤立場ぱ :九J

¥ ，(すなわ包~な平均からの偏差) a支配するエつぬ式に令けるこ:邑Jb'"磁 曽:

来事.

ヰ詳対称な平均場の Uょラ程Lを事リ扱うニとにする:

すなわち，時間平均婚の Uどう乱についてr庁樟冒す吾とよ越の式 l立以下

のよラにな~.

( ̂ 1. ol t. ¥，，，，.L 1: ~ r ko Up a r， ..L Ko 1Ji aTo 1 
Z窃す表L+¥β+ZEFjW苛 L玄高官3丈+"~'" ;; J 

+ベ{ω.吋v吋ヲ，)..十吋よd会仲8トドeパ刈〈似料仲.刊川K附'

" 

+ (与謝t1427
+ヂキ[や 33+左手~+(乎詩)，]

苧 (E3F)』十(11<.vw X穿}}=F，・
J-C 

(3) -

われわれの宮鈎は〈幻れ測定?迄る靖の視潤撞によ石必北側拘IJII/Jを

特ない，乙札らの調書E砲を聞いて』申緯皐の金戸句ゐgμnぷ.on院を措

定し J また v;.~ .T，の喝の断面簡と夜!こよって測られる平均it態。安定

設の噂告示すこヒマぁ~.ζれらの昏を研究す石ことは>> jに録申~-報謝さき;乱

穆豆淑兎の境線噂偽平均場の維著者事鱗するのに i世奪事あ~.事却をの議横底
、エつめれ詩文 (64偽~脇 1961 ， Iデ62)rこあわ以下これらをそ札ぞ

抗<1}およ tl(宜}ヒ噂ぽ=ヒ広する.

l~) l~ ある噴を戒の訴す~示す:

(S1) 

」白
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+を寄)]J 
葦ω宮(¥V， . v 'S， )1 ~ 

軍則草場[凡(定義診察

蚕切霊場[Kct(¥V，・"，1;)1) 

a(6'af会[1(， (W，. vT， )J. '豆~fjt[κ，(場事35+芸3F)]EJ 

ピ2聾{~器L+ f会[や35十与す←(乎語)，]} 

f 宮[一(まま手)，+ (応募)，十 (u(.v似勢)，J
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組齢農..，で <S)l立濃のよラ l之容け~.~

去亙山=F， 
~瞳，ー

今治る賓耕は亙削ヒ歪附設置棒昔算するのには査してい qいのマ』こ託

、:ら iま卦算じなか。 rc.これらの墳は無視守きあほど'1、ーさい.

t1[)の /80 賓に京したよラに，巧をは)の各項を義わすセフ1}威令!こ~lt

る芯とが、できる(7tHう一一一1 11ω ~表わす) . このラ B大頬撲な Uょラ

、乱による J 顕接ヒ運動置の水平綿迭の効果在家わす成分lま F，fil) ど戸?で3

iX式~与えられる:

Fi，九一f寺ぐすv'V"T' )， 

ω r I d ( q 喧ナ寸 a_'-i室 寸玄よ 、
F，z-京お亨l訪亨古文{吉文11.:v"十 ~zjt-CQ31+U'-.hÀ/n. y' ) 

」 ←寺侍ヂサE弓-;CtY.)!! -u' lJ"' Mt. tJ ) 1 . 

z 

この Ft
α3ピ民ω の最初の計奪棒来 Iま， (Jr)の論文マ君主した.

3・ー費耕足首隼tI式
商い托普f科は J 襲囲気象局の合~，阿m吃!l.) Aω助1. (1デS"8)主Hea-

A品~， Sct切地/VM.Cm( 1960 )によって作られた) ，克どす買の北半章者の平

地謡S震と気温ちある (Iデタ 9-1'153年の 4等向の平場). 

用いた憧は 7tJO~ 5"00 I 300) 200 '*"よず 100明 b面1?'，

の両，を樺島経麗 5・ごどに読み取。たものである.

15 DNヒ800N

政平の繊分 ltλとφ1::::闘しては 10・の異議1:骨等し J 金賓の微分は根!f提
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4.結果

婚 1) 2およず3図は》地帯在嵐"f計草した IrIヒマ買の 30， 45" it k'fl 

600Nに治う vj ヒ τの京面断面図1fある.谷ヒ峰の位置は， 海首長座

(下郎仇LωR.'(>，匂説1z/'tIo. 21， U.S. Wea:t:Iz.e.九百WUl.φμ 〉ーを商いて 70()仙

面か~件挿した. / F.iの G'.iラ習しは鳴に下層 ëf) 草署長ヒ~もに罰 I~ 傾斜して

いるポy ヨーロγJぞにある谷直例外マある.柑芳ワ国に 1ま3 平喝のりょう払

は骨|ご傾斜す忍の前ふさ<，東!こ碩併してい~ものも晃られるく母:u劫必1Ji:~

1?$3参照 ).この断面図lまsa..e今仰汎 (I付 7)，Eぶ ωM(/f5~) > 

V飢州為μ.Mt) Dザ必a.e， V~ I.料品抗(1960) によって与えら拡J
r，-， フ-~ヱによる解析ピ比較するどよい.

期待ミEれ忍よラに，紫混偏差 Tコの場 i玄海陸必布ヒ舷帯広幅棒成、あリ j 夏

に i立久隆易商の上て~}ま作品 /C Iま海洋民団の上司F比較鈎暖かい.ミEらlミ各に

はJ 下帯の究謡蓑犯のニ班長彊 5，地骨圏マー波長置になる傾向のあ忍の於

晃られるく WぷM 花と合ort何 n， 17'6aj.参照).このことはよリ大きなき苦~

ロ"11ぞの大F室長国ヒ比J鞍して J 北米の大陸疑商の有意4生水蕗震ヒともにラす

らぐことを意味しているように思われる.なお) To (札 t) (之れからず=

r;， + T.ポ普欝できる Jの植がで 仕~)門mぺJl. ;Aゅ芯白むく lヲ58) に

よって与えられてい石.

嬉4図i立 700-300) 500 -200} 300 -150 および 200ー 100'm..b替

の~ 1'::平喝した普定農の R号tKoの南北骨布ちあり，梼5図から 12図

は岡廿春の K，=}と-Ko の介布マあ否〈第 5国ヒ第?図以外は者婚した).
e船0わr‘竹，...門由w吋‘吋守吋叩門.，...吋?竹m吋T""'"門門"叫吋蜘吋ii叶帽吋，-叩γγ"'(""1

1 ~. 1 (/9伶!5I ) 均耐't:;.米Rめた米国幽岬w 

¥./ I のj主=の ぐ-TS.-叶Iêl9/~弘坪p凶) 

" 1. =一夜・1 の艦ヒよく一致__/ ， 1 している.持|こ賓待〈こ
q・0・80。円"". 1 i 

i f J ビは p 来菌悔函輔〈古よ

.: f - ぴサハヲ上〉のマ Rの

:1ーベ ヶ00-300仙普伸長

gザ# 農の極Jトマある.この膚

マ l 月にコ~つめ京樺の脅

海岸近くにある普賢麓の

l正面の向T:'求、ぬ?と.
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穂ホとt 東海岸近くにある極犬が芦巨される.一般に，安定度の備差 K，は

~'lご平均レた塁手定度ーん ど Z もに，魯農~轟くなるにつれ減わする

善事帯の喜善いレペ Jレにおける K，のより大きな債はJ この区域、がなお都合的!こ

対斑圏の中にあり，他方極側、の広誠 l本金く成層圏のキにある宇突を反映して

いる .. 

同高~ 'I.J'tYCtι勾ザωμmの個々の墳の場Fすなわち歪Ui-一，

豆げ)1まp ケ00-300， 5"00 -300， 300 -200 <5'よl び、え00ー /50仇 b の管守

地荷風によって翫寧した 700- 300".，勾b の管の場合には p 三つの線型の項

?芝、伊を訴事した.一つの緯B壁画におうこれらの個々.の.嘆の報幅の目撃ヒし1:，

捺差 /00 ずとの 36地点の偉から標準備差を訴事し) 3 0 ，45および 60

(にかげる/月とマ珂の締果主主務 l滋に示した.線型の要豆ω ど霊的およtC'i

二i潅友 1ま落ちるが、 J 歪刷(この主t;t項 lま β ー項〕加、草越した項~，あること!主審

らかマあ:eiJr )非練型t貢〈時l之至。J)がどこでもふきい 1乙いラわけ守!まない

くjにきな歪ω の憶の重要な中lほか、特!こベーリング海峡ヒグリーンブン γlrl:( 

の亜寒帯地方に晃られるに非線型壌の和(:E亙(1Z) ) の標準橋差も原した
骨 =-4

均~' .1 上主職金な大tきいこピポわかる，中1議長きの平均天気回の争〈の主な状態!丸

線型理論モデ JL.Jこよって訳述、注丸る(51児IJ/p乞ムゆす .Jデ53; Sa1与クnQ/I1..， 

19'b/j /963 )げ丸ピ、も，観測される平増状態の細かれ点在説明するのに l土2

蕎韓農をは特l之平喝のじaう乱の(制限された)A生債を渇えに入れなければ

ならないことか、持論注れる，歪ω と比較して J 移斑項歪ω ヒ亙(1) h~、重零をあ

るごと l.~ ，線型哩言論の体系の中で、 J 太障の葉海岸泣くの平増風速の極大めよ

ラな規象<<表わすことのでv きゐ p 比較的語攻の~怖の記ω 〈すなわち皇室両

首にふきなスケー lレ)忍芽えにλ札る必撃かあることを禾している CSdらf

タ九am..(/963) を移照のことわ

也弟l衰の軍機の列 lこJ 前に ω マ報告し陀 rF/3
)十 F，的]の推定健の槙事

偏差を，重加』 kF，zZJEW の偉ど比較す..aために示レてある . F，ωk  

F， (~) 1まl年向の /D円から 3f，Jまでの 6か自の平場状態に対してき十事した

ものを 3 ここで芳えてい芯 f用の正しい [F，間十 f1，仰] とは J 必ずしも一

致するかけて子はないが，しかし問治柄、犬砕}致する't保健す石ヒ，その大崖

さから，大震構なみ以ぬ-n:i:-e.d.，dγ による熱ど運動費の71<.平輸送によ石

強制効果lま』童4警の熱巳運動琶の源〈すなわち輔動j 潜熱J 摩諜，ふ規模な

霊童の配μftJVUトC..eA/.l， 山による葉西耳元の転向)による強制措栗 ιとも

にJ 平増状態の護請!こ曽零であえ5にち水、いないごと抗、結論きされる.

(3)の左3R~;JlIJ ることの ë~ る項を加え会わ也て得られた) 4-5""N Iζ治ラ

(5~) 
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手極捧窃壮感e，F令部対請E寓巴比較しでかな 1)式きな櫨1守， JdpaM仇の葡"

防護犬である乞思おれ矛非対称なゐ似I!ÆZ'~-e仰の運動萱の韓遥，~
J 占星i 4>~の~あろう.
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5. 包す 'V:

~~鉱dhn F51t，戴ヒ聾動量のすべての#対称骨!之分布した寧喝

の向調的糠の各減した劫莱きあ~.東候的平埼帯ø 世耳手鈎分布の誰棒者事解
するこ己ぽ，ここマ骨骨fL辱たより以上に，この蔚殺を譲突に決定~)また

告ま点ている謹々の物語的法分[嬉 (2);Kを亮」ご]の相対的な宣言婁栓を茨更

す.;ことにかかってい忍.
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さらに) II ~M:i.とり(す広わち~常主主態の〉な要議定、ら制均九ai.1.!t呆

砕を導〈われわれの脅さ方 la:)肉じた京~得られるよラ!こ J 匁.(>9'vn日t の義司会れ

台請によって s これらの作句ム~~許抗必仰をバラメ二ター化す~こどはか
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あ k がき
今ヰlまりめに本号を出すよラに取り進めておりましたが遅れてしまいまレ

た.内爆は論文の縛イトよリヰヨまヒまっ?と総会報告，意思 J をの弛長期予報Iこ

すく'位主つよろなものを揚載するよラにしたいと悲えておりましtヒZろ，

)f取さんから費輩詮寄稿を噴きました.これは中国の長期予報ま舗の栴令の

ようちすポ模型理論によらないブィ-~.. パ、yクを舎むよラな系の予報告E芳える

基礎として大夜lこ英味があります.気置の長期予報it.擦型謹言語ちよいから主(ミ Jf  

いって，降水肇-D間口線型司王デjレちは手報してはいけない車台前僻説きれて司""

います.岸保~んの与量帯は令国1::'ーお終わ 1) 1こなりますが，襲の雨露は百選

買歩の勢いなの~)滑来また審いて 1貫けるよう期著したいヒ思います.捧様

さんの侮帯意}之対し厚く御払在中しとげます.相揮さんゆ荒井さんの都イトき

れた論支はややむずかしい式就百につ註ます~' J 筆危の方々は魁来るだけお

かり〉やすいよろに，番bされました.成者圏ヒ対流麗との棺主作用1孟~

の結論と童って対斑圏からエネ lレギーが補給されている乞いラ噂折事襲tJ者

、古になってきまし?ミポ，まrま1ざこれからの問題ifす d

長期予報技術に対する意見を寄せていただ巻，ありがヒラゴ、ぜいました.

皆識からの説穐をお願いします. (編集積)

(b4) 
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